
 

 

こういった学生達に対して、平成１７年度のフォロー講座を通じて、「やりたい仕事

ではなかったが、ここで技術を身につけて、もう少し先で『やりたい仕事』ができる

ようになりたい」、「大学で受験できなかった資格を働きながら受験したい」、「子育て

が一段落したら大学院へ進学したい」といった「将来への希望」を語る視点を示すこ

とで、社会人への円滑な移行を支援し、長期的な生きがい・働きがいを持ち続けるこ

との大切さを改めて考えてもらえる機会を創ることができた。  
学生達が社会人となってからも、就職先の企業や公的機関などで、節目節目に改め

て自分のキャリア・プランを確認できる機会を拡げていくことにも、キャリア・コン

サルタントの貢献が求められる。  
 

今回の事業においても、担当キャリア・コンサルタントのサポーターとなったのは

事業に参加した学生達であった。「人は人によって磨かれる」ことを改めて確信した。  
今回の取り組み内容について肯定的・好意的な評価・感想を伝えてくれた学生達は

もとより、否定的・批判的な評価・感想を率直に伝えてくれた学生達には、心から感謝

している。  
学生達の批判は「当事者意識」から発せられたもので、支援メニューの実施タイミ

ングのズレへの指摘、総括り的な支援ではなく個人個人の状況をちゃんと見極めて適切

な支援を適切なタイミングで実施することへの要望、学内講座にとどめるのではなくフ

リーター･ニート層への講座開放の提案、講座内容の重要性に見合わない実施時間の少

なさへの批判など、「こうすればもっと実際に役に立つのに！」という発想から生じた

ものであったからである。  
平成１７年度のフォロー講座実施の際も、ほぼ１０ケ月近く経過していたにも関わ

らず、前年度の講座で実施した個々のワーク内容と自分の気づきを詳細に覚えており、

それを就職活動にどう役立てたかを伝え、謝意を述べた学生が参加者全体の１割近くい

たことは、大変嬉しい出来事であった。（今回に限らず、参加型・体験型講座で「気づ

き」を得ることができた参加者は、それを自分のキャリア形成のため有効活用できてい

ることが多い。）  
また、自分達に続く学年次生に対しても同様の講座を継続実施することを望む意見

も多く、各教育機関において今後同様の講座が定着していくことが望まれる。  
最後に、参加学生からの感想の一部を紹介することで、今後もこのような取り組み

が継続実施されていくことの必要性を喚起したい。  
 
「これからもこういった講座は必要だと思います。ダルイとか思う人もでてくるで

しょうが、かならず必要な事なので、つづけてほしいと思います。」  
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参考１ 

平成 16 年 11 月 30 日感想   

№ 面白い、役に立つと思ったこと 
難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

1 自分を見直す事。目標の設定。 確認しない シートの記入。 講義の 目
的。目的のハッ キリしない 話し合い の
時間。 

役に立つ課題。 

2 今までの自分って振り返ることがない
ので面白かった 

自分を振り 返るのは難しい なと思 っ
た。 

無回答 

3 自分の過去を振り返る事。自分の意
見を整理し、自分の言葉で伝える練
習をする事。 

今現在の自 分の状態を自 分で判 断
する事。 

自分の意見を言わす機会がもっと多
くあれば良い と思う。 

4 人が何かしゃ べったこと。ハデな服は
めだつ。 

いろいろ書かされたが何のためになる
か、いまいち理解できない。 

無回答 

5 なし 仕事を変えるつもりはないので「ヒトゴ
ト」としては楽しめた 

なし 

6 最後にみんなに感 想を聞い た時に、
質問された本人が思っていたこと、感
じてい たことを聞くことができ て良かっ
た。自分を見つ め直して、新しい 発見
があって良かった。 

無回答 講師の方々のいろ いろ な体験談を聞
いてみたい。 

7 自分の過去を振り返るのが役に立っ
た。 

幼稚園位の記憶がなくて書くことが難
しかった。 

現在の状況が考えることでよくわかっ
たのでよかった。 

8 自分のこれまでを振り返るのは、いろ
いろ思い 出したりして、自分の性格と
かが改めてわかった。 

無回答 あまりたくさん書けなかったので、これ
からは面接などでも恥ずかしがったり
せずに、思ったことや、伝えたい ことな
どをはっきり言うように心がけ たい。 

9 アンケートや自分の経験などで過去
を振り返ってみて、内容が大まかであ
ったので、もう少し思い 出してみて、ど
のようなことがあったか考えてみたい
と思う。 

何か目標を考えることが難しい。自分
で考えることは難しい が、できるように
なっていきたい 。 

講座内容は良かった、いろいろ 書く機
会であった。 

10 文章の大切さをあらためて知った。 自分の思っていること、考えているこ
とを文章にして書くことの難しさをあら
ためて知った。 

あらためて自分の人生をふりかえって
忘れてい たことなどを思い 出したりし
た。充実した時間を過ごせた。 

11 自分を振り返って書き込むとい う作業 無回答 無回答 

12 自分は余り過去の事等思い 出したり
しない 性格なので、この講座でいろい
ろ思い 出せてよかったと思います。 

過去の事とか気 にせ ずに、やりたい
事は大体やっているので、悩んでいる
事等を探すのが難しかったです。 

無回答 

13 昔の自分を思い 出せた。今とは本当
にちがっていたなと思います。 

無回答 思ったことが頭の中でうまく整理でき
なくてうまく書けなかった。 

14 何をするにも書くとい う作業は大切だ
と思い ました。書い てい く内に次々と
思い 出したりしました。 

難しいや分からない と思った点は全く
ない です。役に 立たない どころか、こ
のような作業は大切な 事だと思い ま
す。 

あまり人に見せたくない 事まで書い て
しまったので、意見の言い 合いなどに
参加しなかったです。 

15 久々のアン ケート 的な 感じだ った の
で、楽しい 作業になってい た。「 書く→
整理する」 とい うのは、よく大切だとい
われるので「 自分自身の整理」をする
作業として、大変役立つと思えます。 

グラフは不要と思えます。 無回答 

16 各立場における自分の「 満足度」から
「それらの改善」 までの段階を踏む作
業は効率的に思えた。 

しかしながら、上で「 改善がい ちじるし
く難しい 問題」 であった場合に逆に落
ち込む。 

特になし。 

17 今の状況を降り返って、改めて考える
という事をした事がなかったので、とて
もいい機会になりました。 

僕は卒業後、空手の指導員として仕
事して、そのあい まに車の整備の勉
強をしようと思ってい ますので今日の
話と自分の卒業後の事をどうかみ合
わせるかに少し困りました。 

通学に２時 間かかるとい う状況の中
で、時間をどううまく使うかを学びたい
です。 

18 今までのことをふりかえって、いろいろ
と考えさせられ、今の自分になにが無
いのか、なにをしなけ ればい けない の
かを考えさせてもらい、よかった。 

今の学校 生活やバイ トのことを考え
ていくといがいと難しかった。 

また、こうい うのをやってほしい。 

19 自分の意見を文 章にまと めることが
役に立ったと思う。 

文章にするために考えたりまとめたり
することが難しかった。 

文章書くのになれるためにもっと書く
練習をしたい。 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 

難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

20 自分の思っていることを思っているだ
けじゃ なく声に出したり紙に書い たり
することは自分の事をもっと知ること
ができるので役に立つことだと思い ま
した。 

実際の面接はもっとき びしい 。こうい う
勉強も大切だけ どもっと他にやること
があるかもしれないと思う。 

ディスカッショ ンとかおもしろい かも。 

21 役に立つ企業のしくみが少しでもわか
った気がします。 

ありません。 グループでの話し合い などお もしろい
のではない でしょ うか？（ 何かテーマ
を決めて） 

22 エントリーシート作成にあたって、「 そ
の内やらなけ れば」と思い ながら、や
ってい なかった事が出来たので た め
になりました。 

無回答 自己 PR、エントリーシート作成、面接
（ グ ル ープ ディ スカ ッ ショ ン・ 個 別）
etc.、自己啓発や 対策のた めにもぜ
ひ行ってほしいです。 

23 最近の企 業の傾向などの 片鱗が 見
えた気がした。 

何度 も似 たよう な作 業をしてき た の
で、特に難しいとは思わなかった。 

最後に質問されたけど、ランダムや気
分、日付などで対象を決めるならとも
かく、「 一番前だから」 などどい う安直
な理由で 当てるのはや めてほしい 。
突発性があるから効 果があるので、
毎日あてられるのが「 分かってい る」
なら突然の質問ではなくなります。 

24 今、自分のお かれている立場、今自
分に必要な ものを再確認 することが
でき た。授業外でも一人で、１ケ月に
一度でも考えるとい うことを、これから
先わすれるまでしたいと思った。 

役に立たないとは思わないが、やはり
知り合い でない 子と、自分のけい れき
を見せあって話しをするよう にとい う
のは突然すぎてはずかしかったりする
ので、かんたんには出 来ない と思 っ
た。 

無回答 

25 講座が終わってみて思った事は面白
かったなと思った。ふだんふりかえる
ことのない 過去をふりかえったりして、
そう思ったのかもしれない 。 

自分達の役 に立ってくれるた めに み
なさんきてくれているので、そうい った
点はなかった。 

ひさびさに後味のいいたのしい 時間を
すごした気がしてよかったです。 

26 気分がほぐれて楽になった。 ちょ っと気になることとは、どれくらい
のことなのか？ 

記入の上の課題の内容や 例：「 ～だ
ったらいい なあ」とい う言葉なので、表
現をしばっているなと思った。 

27 過去を思い 出すとい うことはけ っこう
なつかしかった。 

特になし。 自分の再確認ができたと思う。 

28 いままでの事を思い 返すことができ て
よかったし、新しい 発見もあって役に
立ったと思った。 

かなり昔の記憶が思い 出せなかった
ので、それを考える事は難しいと思っ
た。 

こうい う授業を受けることがいままで
なかったので、今日体験してとても勉
強になったし、これからこの経験を生
かしたい と思った。 

29 「 宣言」 はなかなかよい と思う。普段
生活していて宣言してやる事なんてな
いし、こうい う機会に１週間の目標的
な事を書いてみると、普段意識してい
ない 事を意識できるし、また意識がど
こかにあるとい うのは、いつ もの生活
とは少し変わってくるかな？と思う。 

僕は何かあるたびふり返るから意味
なかった。 

なし！！ 

30 自分の過去を振り返るなんて本当に
久しぶりだったので、自分にとっては
良い 講義だったと思います。 

ワーク 1 の現在の状況を線上に表す
とい うのは難しい ものだと思う、とい う
より数値で出すのが難しい 。 

ないです。 

31 むかしの自分をふり返っていろいろ 思
い出せたので面白いと思った 

特になし。 特になし。 

32 別にない ワーク 4 の宣言が一番役に立たない
と思った。 

時間を守ってやってほしかった。言っ
た時間より短いのは最悪だと思った。 

33 自分をふり返れたことがお もしろ かっ
た。 

「キャリア」 って何ですか？ 無回答 

34 自分が何者かとい うことを考えること
ができ た事。 

特になし。 特になし。 

35 自分の過去を振り返ってみて、自分
を知ることが大切な事なのだとい うこ
とを学んだ。 

自分の事なのに、意 外と分からない
ことが多かった。ふだんなにも考えず
にい たのだと思った。 

無回答 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 

難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

36 とても話は聞き やすくて、面接などの
これからかかわってくるような話を聞
けてとてもよかった。 

やっぱり自分の思ってい ることをなか
なか文にでき なかったのでうまく書け
なかった。 

無回答 

37 今まで生き てき てい るので人それ ぞ
れちがった生き 方をしているのでそう
いうのを話し合うことで色んな人生け
いけんをきけ てよかったと思います。 

1 週間の間には何かを取り組むのは
難しい と思い ました。すぐ には思いつ
かなかったです。 

次からもどんどんこ んな楽しい ことを
してくれるのでしたら大歓迎です。 

38 いろいろ と質問がありましたが、以外
に答えはすぐ 出てき ました。「 家庭生
活」 に関しては近年になって、親が定
年近いのに大学に通ってい ていい の
かと自分の周りに目がい くようになっ
ていると思いました。 

「経験」と「 気持ち」 の棚卸で、気持ち
の動きを波線で書くのが難しかった。
どこぐ らい がやる気があったのかと考
えさせられました。 

もっと各質問で時間をとってほしかっ
たです。 

39 今日昔の思い 出を振り返り、自分の
好き なこと、得意な事をどう役立てて
いったらよいか、を考えさせられた。 

ワーク４の宣言は、宣言してみたもの
の、本当に達成でき るかは自分の意
識しだいなので難しい と思った。 

無回答 

40 自分の今までの人生や、今の状況な
どをふり返ることはほとんどない ので
考える機会になってよかった。 

無回答 自分の今までのことを振り返って私の
人生素敵だなぁと思った。 

41 昔のことを振り返ってみて、自分はこ
うい うことで嬉しく楽しく思えたり、落ち
込んだりと再確認でき 、考えることが
楽しかった。今のこの状況を知ること
で、未来に向かっての方向性が考え
られてよかったと思う。 

自分のことを考えて書くとい うのは以
外と難しかった。 

無回答 

42 書くことが嫌い なので、面倒くさかった
です。 

昔を振り返るのはあまり好き ではない
ので、役に立たなそうだなぁとは思い
ました。 

どちらかと言えば昔を知る作業より、
今自分がやりたいこと、興味あること
が何か、を知れるような作業だったら
良かったなぁと思い ました。昔の自分
より今の自分を知るほうが難しいと思
うので。 

43 自分の気持ちを波グラ フにするのは
初めてで今までにあったいろいろ な出
来事を思い 出した。現在の状況の満
足度を確認して問題点を再確認でき
た。 

無回答 高校の時 にやっ た自 分発 見の授 業
に似ていると思った。 

44 自分の過去を思い 出した時、とてもな
つかしく思った。普段は「 明日はこうし
よう」とか「 今夜はこんなことをしよう」
など、未来の事しか予想しない ので、
1 週間に 1 日くらいはこうい う事をして
みたい。 

言葉にするのは難しい。 無回答 

45 毎日の生活を丁寧に振り返ることをし
たことがなかったので、そうい うことも
大事だとわかった。面接 する側の人
が何を知りたいのか具体的に理解で
きた。 

無回答 無回答 

46 エントリーシートで自分の強み等を書
くことがあるので、自分の今までを振
り返ってみることによって、書け ること
が見つ かったので、よかったと思い ま
す。 

幼稚園～小学校前半ぐ らい までの記
憶はあまり出てこなかったので書くの
が難しかった。 

就職活動に役 立つ こと、自分のため
になることを学ばせてもらえたらうれし
いです。 

47 アンケートを書く時間をもう少し長く取
れば、もっといろいろ 書けたでしょ う。 

生徒さん達のために行ってい る講座
ですから、役に立たない とは思っても
いません。 

一人ずつ の個人面談などを行ってみ
てはいかがでしょうか？ 

48 現状や過去の事につい て考えれたこ
と 

過去の事をなかなか思い 出せなかっ
た。 

今のこともあまり考えずに生活をして
いるので昔のことを思い 出すのが大
変だった。 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 

難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

49 無回答 無回答 今日、ワークに書いたような事は普段
からよく考えていると思う。学校生活
や家庭生活の事は常に考えてい ない
とうまくい かないと思う。 

50 自分の今までの生活を書い たのは初
めてだったので、面白かったと思い ま
す。今までを振り返る事も大切だと思
いました。 

とても役に立ったと思います。 宣言が一 番頭に 残りました。ただ 紙
に書い ただけ なのに、その内容に対
してとてもやる気が出てい ます。これ
からも何かを頑張る時は、宣言用紙
を書こうと思い ます。 

51 波線。実際書い てみて、自分が自分
をどう思ってい るかわからない と思う
のがお もしろ かった。忘れてるなと改
めて思いました。 

昔の自分の気持ちがあやふやになっ
てい たので、波線がスムーズに書け
なかった。 

もう少しい ろ い ろ ワークをやりたかっ
た。時間的にヒマになってい る間の何
かがほしい。 

52 昔の事を思い 出してなつかしかったで
す。 

思い 出して文章に するのが難しかっ
たです。 

特にありません。 

53 昔を思い 出すと過去の栄光に浸った
り、楽しい 思い 出やその時の苦労や
努力してた事を思い 出して元気が出
た。 

自分が過去にとった行動を今客観的
に自己分析することはとても難しい 。 

無回答 

54 グラ フにして書い てもう一度自分を見
つめ直せた。 

グループ ディスカ ッ ショ ンが難しかっ
た。 

とても嫌だった。 

55 高校以降の事は振り返ることがある
が、それより古い 事をいろいろ 思い 起
こしたのは本当に久しぶりだった。昔
の方がパワーがあった。 

文章にするのが難しい。 無回答 

56 普段、今までの出 来事を振り返っ た
り、考えたりすることが少ない うえ、思
った事を言葉･文字として書くとい うこ
とをしてい なかったので、自分の思い
であるのに、うまく表現しきれなかった
が、少しずつ このように自分を振り返
ったり、表現することに慣れるために
も、この講座は一つ のステッ プになる
ことだと感じました。 

自分の思いを文章化することはとても
難しい ことだと感じました。 

無回答 

57 今自分はどうい ったことをしてき て、こ
こまでき たのかをあらためて、この講
座によって認識し、これからはどう し
ていき たい のかを考えるき っかけ にな
ったと思います。 

私には事故によりある所の記憶があ
りません。そこが分からないです。 

次回もこういったこと、したい です。 

58 自分のこれまでを振り返って、これか
らの日常生活に役立てたい です。 

宣言をしても最後は自分の意思だと
思いました。 

自分を振り返って良かったです。 
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平成 16 年 12 月 7 日感想   

№ 面白い、役に立つと思ったこと 
難しい 、分からない 、役に立たない と
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

1 TV の心理学でやってい た内容だった
ので、自分のタイプは知っていた。コミ
ュニケーショ ンを上手く するのは、上
顔だけ のつ き 合い が上手なものだと
思う。 

自分の失敗と思った事は、なお すよう
にしているので宿題が難しい。 

あまり、無理にまわりと話させないよう
にしてほしい 。 

2 自分の性格がわかって面白かった。 自分の性格って自分ではわからない
なって思った。 

無回答。 

3 自分のタイ プを客観的に 知る事がで
き、普段は意識してい ない、他の人か
らどの様に見 られてい るかを知る事
ができ た事。 

無回答。 自分の行動パターンを知れた事で悪
い所を修正していける様努力します。 

4 別にない 。 なし。 特になし。 

5 おもしろい 。コミュニケーショ ンで分類
されるのははじめて。 

ない。 ない。 

6 自分を見つ め直すことができてよかっ
た。自分が感じ、思っていることがタイ
プとして見つ かったのでよかった。 

無回答。 無回答。 

7 自分のタイ プが分かってよかった。 時間帯や状況によって解答がかわっ
ていくので難しかった。 

いろいろなタイプがあることがあってよ
かった。 

8 自分のパターンを知ること。 無回答。 あい かわらずゲーム風のことをやると
みんなもりあがる。自分もほかのこと
でもこれくらい スラ スラ すすめばい い
のに。 

9 チェッ クシートで対人行動のパターン
をわけ て判断するのはよか った。 結
果、自分にあてはまる項目もあり、納
得でき たりした。 

無回答。 無回答。 

10 自分のタイ プがわかった。 宿題がまったくおもいつ かない。 タイ プは分かったが中途はんぱに当
たってた。 

11 性格を知るアンケート。 無回答。 無回答。 

12       

13 かぜをひいて考えれない。 無回答。 無回答。 

14 自分のパターンが分かったのがよか
った。 

特にない 。 普通 

15 就活に生かしていきたい と思う。 無回答。 無回答。 

16 無回答。 コミュニケーショ ンパターンの分類が
大雑把に思った。 

無回答。 

17 自分のタイ プをはっきり知れた事。 基本的に理解できたので無し。 無回答。 

18 自分の意 見もだい じだが、みんな の
意見もだい しにしてい きたい。自分の
せい かく のタイ プ がわか っ てよか っ
た。 

無回答。 無回答。 

19 表現のパターンは結構あ たっててお
もしろ かった。まちがったことはまちが
ってるってい ってしまうのでこわがられ
ることがよくある。 

特になし。 今日みたい に早く終わってほしい 。 

20 点数が単純に 0 か 2 点とかじゃ なくて
おもしろかった。 

無回答。 あらためて自分の性格がわかった。 

21       

22 無回答。 ある程度状況や自分の性格を考えて
行動する 様にしてい るので、今回 の
研修は特に興味を持てなかった。 

無回答。 

23 自己判 定によく ある判定とは 違っ た
からよかった。 

今日は全体的に普通に聞け た。 判定等はよく知った友人に書いてもら
うと精度が上がると思う。 

24 チェックシートでの自分がどのようなタ
イプなのか、端からみて自分はどう思
われているのか、少し気になってい た
のでよかったと思う。 

無回答。 無回答。 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 難しい 、分からない 、役に立たない と

思ったこと 
その他希望・ 感想・意見など 

25 面白い と思ったことは、みんなのタイ
プがわかった事。 

なしです。 今日みたい な事をガンガンやってほし
い。 

26 アンケート結果の人格判定の結果が
おもしろかった。 

名札。 無回答。 

27 自分のパターンがわかったことがよか
った。 

なし。 自己分析はたのしかった。 

28 自分の性 格判定をしてみて、い つ も
自分の思ってい た性 格と違うもの が
出たのがお もしろ かった。 

なし。 今日は前回とちがって楽しんで授業
を受けることができ たと思う。 

29 色んな話が聞けて勉強になった。 色んな話の中にそんな部分もあった。 前でしゃべりすぎ、ねむい。 

30 自分のタイ プが分かった事は役に立
った。 

でも、自分の中では十人十色とい うよ
うにたった四つ のタイプで人間は区別
でき ないと思う。分かるとしてもたった
30 問の質問では。。。 

無回答。 

31 自分の発見ができてよかった。 特になし。 特になし。 

32 ない。 ない。 早く終われ！ 

33 自分 がど うい うタイ プ なのか 分か っ
た。 

そんなタイプに縛られるのがいや。 無回答。 

34 時間が過ぎるのが早かった。 コミュニケーショ ンは大切だと思う。 なし。 

35 人にはだい たい 4 つのパターンの表
現のしかたがあるのがわかった。 

表現のパターンが 2 つあてはまること
があり、どっちが本当なのかわからな
い。 

なんかよくわからない 研修だった。 

36 チェッ クシートで自分のタイ プを調べ
て友達と話すのは楽しかった。 

宿題のやり方はわかるけ ど、書くこと
があるかどうかとい うか書けるかどう
か分からない。 

無回答。 

37 自分の性格判 断はけ っこう当たって
いるところ があったので、たのしかった
です。次もお もしろ い 問題とかよろ し
く。 

なし。 なし。 

38 対人行動 3 つのパターンとアサーショ
ンという表がありましたが、パターン B
の大衆同化アサ ーティヴもどき 型は
どこにあてはまるのか気になった。 

宿題の課題が難しいと思いました。そ
んなに困った事がボ コボコあるわけ で
もない ので、この宿題を出されて困っ
た事を書こうと思います。 

無回答。 

39 自分の思っていることを相手に伝える
にはどうしたらよい か、あらた めて考
えさせられた。 

無し。 勉強になった。 

40       

41 コミュニケーショ ンとい う言葉の由来
がわかった。 

無回答。 自分の性格など調べることがおもしろ
かった。 

42       

43 自分のタイ プを判別するのはおもしろ
かった。こうい う系のタイプ判別はだ
い たい 同じけ っか になる ことがお お
い。 

無回答。 無回答。 

44 たんじゅ んなアンケートでい ろ んな事
がわかったのでとても楽しかった。で
も自分の性格とあってい ないような気
がした。 

思ってい ることを口に出すのはやっぱ
り難しい 。 

無回答。 

45 コミュニケーショ ンのタイプチェッ クが
大 変役 に 立っ た。 すごく 反 省しま し
た。コミュニケーショ ンとは何か、すら
考えたことがなかったです。 

無回答。 無回答。 

46 自己分析ができ てよかった。 特になし。 もっと自分のパターンを知りたい。 

47 自分がどれだけ 冷静な判断ができる
かどうかがわかりました。 

人の考え方を変えるのは難しい ことだ
と思い ます。 

質問されて言い たくない 人もお られま
すので、素直にパスしてあげてく ださ
い。 

48 自分の意見もしっかり言う。 感情の元となっている考え方。 ありません。 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 難しい 、分からない 、役に立たない と

思ったこと 
その他希望・ 感想・意見など 

49 あまり面白くなかった。自分の性格は
あたってい たと思うけど、前から自覚
しています。 

無回答。 無回答。 

50       

51 テスト。 Ｂタイ プだったが、私から見て自分は
違う。 

無回答。 

52       

53 他者との考えのちがい は、だきょ うし
あって互いの考えを認めあうことだと
思った。 

無回答。 無回答。 

54 自分の事や人の事が分かったら面白
かった。 

よく分かった。 もっと A,B,C,D のパターンの内容を深
く知りたい と思い ました。 

55 表現パターン分析が自己分析みたい
で楽しかった。 

特になし。 パターンごとのあい しょうが知りたかっ
た。 

56 自分の性格がよくわかってよかった。 無回答。 無回答。 

57 アサーショ ンチェッ クの結果がそのま
ま自 分 の 事を 言わ れてい る 様 だ っ
た。 

無回答。 宿題は。。。忘れない ようにしなけ れ
ば。。。 

58 自分の表現パターンがわかったので
良かった。結構優柔不断な所がある
ので△印が多くなったけ れど、パター
ン B になったが、自分自身ではパター
ン C の内容に近いと思っていたので、
実のところの自身のことが少しわかっ
たと感じた。 

「自分の感情と考えについ て」 は、普
段考えることが少ないことなので思い
だせないと思った。 

特になし。 

59       

60 自分が良くわかったと思う。 これからの自分に役 に立つ かどうか
わからない。 

良かった。 

 

－117－



 
平成 16 年 12 月 14 日感想   

№ 面白い、役に立つと思ったこと 
難しい 、分からない、役に立たない と
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

1 基本的すぎた面白くない。相手が異
常な人という内容の方が役に立つと
思う。 

なし 人それぞれなので、最低限の気をつ
かえば良いと思う 

2       

3 無回答 普段、当たり前に話している事なの
で、ここまで深く考えなくても良い と思
う。 

無回答 

4 なし なし なし 

5 いいかた なし なし 

6 講師の方が伝えたい ことが理解でき
てよかった。 

無回答 ベラベラ喋っている人に注意してほし
い。 

7 ＤＥＳＣは役に立つ と思った 自分の気持ちは難しいと思った 人にいろいろ伝えることは大変だと思
った 

8 無回答 無回答 内容が難しくなってきた 

9 先生のシチュエーショ ンが面白かった 自分の言い たいことを明確にすること
は大変難しい です。ＤＥＳＣ法 

無回答 

10 ＤＥＳＣ法 ＤＥＳＣ法を書くのが難しい どんな例題を出されてもすぐＤＥＳＣ
法が使えるようにれん習したい 

11 ＤＥＳＣ法 無回答 無回答 

12 無回答 無回答 今日の講ぎはきょ うみぶかかったです 

13 やり方がわかりやすくて面白い 相手の心が分からないから、話しあう
ことはとても難しい 

無回答 

14       

15 役に立ちそうです。 無回答 無回答 

16 問題等の解決法の整理にシートを使
う法 

無回答 無回答 

17 ＤＥＳＣ法 ない お疲れ様でした 

18 ＤＥＳＣ法、アサーショ ンについて 例題が難しかった 無回答 

19 話のしかたのじゅ んじょがわかりよか
った。あいてのきもちも聞くことが大切
だと思った。 

無回答 話すことはむずかしい ！ 

20 特になし ＤＥＳＣが難しかった もうちょっと簡単なやつ にしてほしい。 

21 ふつうでした ３回が限界 無回答 

22 心理学 なし マイクの声大きい、もう少ししずかに、
あせりすぎ 

23 特になし 特になし 今日したのは普通のことだと思う。 

24 困った時の対処 特にない 当たっている人が同じ人ばかりです 

25 モットイロイロなこと（ 自分のことを） 友
人、会社の上司にしってもらおうと思
った。 

無回答 無回答 

26 ＤＥＳＣについ てあい まい だったところ
を親切に教えてもらい、よくわかりまし
た。 

難しい、分からない、役に立たないと
思ったことなどとい ったことは、い っさ
いなかった。 

これからもどんどんこんなかんじでい
ってください。 

27 相手の考えと行動が面白い 英語、難しい ない 

28 特になし 友人相手なのだからそんなにじょう歩
しなくてもいいと思う 

特になし 

29 ＤＥＳＣ法とい う方法があることを知ら
なかったので、今日やってみてとても
勉強になった。 

なし なかなか相手とのコミュニケーショ ン
はむずかしいのでこれからはこの方
法をいかしたい と思う。 

30 ＤＥＳＣ ない もう少し楽しい 講座にしてください 

31 特になし 正直このような事は生き ていくと自然
に学べるものだと思う 

なし 

32 特になし Ｄ・Ｅ・Ｓ・Ｃが分からなかった。 特になし 

33 ない ない 時間使い すぎ、部屋暑すぎ 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 難しい 、分からない 、役に立たないと

思ったこと 
その他希望・ 感想・意見など 

34 相手の事を考えること ない 無回答 

35 今日の講義は分かりにくかった。説
明の意味が分かりにくい 。 

おもに説明が分かりづらかった。 特になし。 

36 ＤＥＳＣにあてはめると自分の伝えた
いことが伝えやすいのかなと思った 

実際にＤＥＳＣ法を使えるのかどうか 無回答 

37 無回答 無回答 今日はカ ゼひい ててけ っこうしんどか
った。 

38 前回の宿題でやってい たので楽でし
た。お もしろかったです。 

無回答 無回答 

39 ・話をする時にどのように話せば相手
に自分の思いを伝えれるのかを考え
るヒントになりました。 
・アルバイトでお 客さんを相手にする
事が多いので明日から考えて見ま
す。 

無回答 無回答 

40 アサーショ ンという言葉を初めて聞い
て勉強になった 

ＤＥＳＣがややこしい 無回答 

 話し方がすごく面白い 。分かりやす
い。 

無回答 無回答 

41 コミュニケーショ ンについて、なんとな
くわかった。 

無回答 無回答 

42 あまりこうい うことがない ので考えさせ
られてよかったと思う 

無回答 無回答 

43       

44 ＤＥＳＣ法はいしきせずに皆やってい
ると思う。 

無回答 眠たかった。 

45 いろいろな話が聞けてとても勉強にな
りました 

特になし 特になし 

46 Ｄ・Ｅ・Ｓ・Ｃとい う考え方はすごくいい
と思った。 

無回答 無回答 

47 ジョ ハリの窓がおもしろかった 特にない 特にない 

48 考え方のまとめ方がわかりました。 難しいとは思ったことが無い です。 今は無い です。 

49 相手のことも考えて話をする 特にありません 特にありません 

50 よくわからなかった。Ｄ・ Ｅ・Ｓ・Ｃは相
手によっていろ んな対応のしかたが
あると思う。 

無回答 無回答 

51 無回答 無回答 相手によって自分のとる対応が変わ
ってくるので、書け と言われても書き
にくかった 

52 ＤＥＳＣ 特になし 特になし 

53 国語の授業を思い出した。 特になし 楽しかったと思う 

54 無回答 無回答 無回答 

55 先週の方が役に立った もっとリアルなコミュニケーショ ンの取
り方を教えてほしかった 

無回答 

56 ＤＥＳＣのまとめ方 自分自身と相手を理解しあうこと（ 特
に自分自身） 

特になし 

57 いろんな見方があるんだなと思った 無回答 無回答 

58 4 つの窓の話は心理学の授業のとき
にもでてきた。対応の仕方等につい
ては昔会社に勤めてい た頃の事をい
ろいろ思い 出した。 

無回答 無回答 

59 ジョ ハリの窓は心理学の授業でして
いたので再確認でき、教職課程で生
徒に対することだけ でなく自分自身に
もおおいに当てはまることだと思いま
した。 

起こった出来事などを客観的に書く
のは難しかった。どうしても感情が入
ってしまいがち。 

なし 

60 色々と考えさせられる所が楽しかった げき ？ しばいをうまく 
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平成 16 年 12 月 21 日感想   

№ 面白い、役に立つと思ったこと 
難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

1 面白いが役には立たないと思う。自
己を主張するか、折れるかしかない
から、どっちを優先するか決める必要
がある。 

主張か、合わせるのか社会には必要
に応じて変化が必要であるのに、この
授業ではハッ キリさせてなかった。 

チーム戦をするならば勝敗が必要。 

2 初対面の人といかに話す事ができる
か、とい うのが面白く役に立つと思っ
た。 

意外に自分の中での順位ってのが分
からない 

無回答 

3 人の意見をよく聞く事。それによって
自分と考え方の違う人間の良い 所を
手に入れられる。 

意見をまとめる事。6 人の意見がまと
まる事は、まずない ので、妥協点を探
すが、それでも難しかった。 

無回答 

4       

5       

6 普段ならいつも話し慣れてい る友達と
しか話さない し、自分から話しにいこ
うとする勇気がなかったりするので、
こうい う話しの場をもらえると、うれし
いです。 

無回答 無回答 

7 他の人の意見を聞い て色々な考えが
あることを知って面白かった 

グループの中で一つ に意見をまとめ
るのは難しいと思った 

今までの授業で一番楽しかった 

8 無回答 無回答 大事な物にあえて順位をつけるのは
難しかった 

9 今回は今までで一番自分の意見を話
せました。人それぞれの考えが聞け
て良かったし、いろいろと考えさせら
れた。 

自分で順位をつけることと、グループ
で順位をまとめることが難しかった 

無回答 

10 なし なし いろいろな人の意見が聞けてよかっ
た。 

11 みんなの意見をきい てまとめること。 無回答 無回答 

12       

13 他の人の意見が聞け ることなんてな
いからとてもいい勉強になった 

無回答 無回答 

14 皆と話し合うことについては役に立つ
と思い ます 

順位がつけれない くらい 全部大切だ
と思った みんなの意見をまとめるの
は難しい 

無回答 

15 久々に変な悩みを持てて良かった気
がします。 

無回答 無回答 

16 価値観の概ねの傾向だとか。 6 人 3 列では両端がしんどい 無回答 

17 自分の意見だけ でなく他人の意見も
とりくんでいき、違った考え方の大事
さを知りました 

マイク（ 音量）が大きいのでは・・・ お疲れ様でした。ありがとうござい まし
た。 

18       

19 一人一人のちがう考え方が聞けて、
勉強になった。どれも一番目になって
もいいやつばかりなのでむずかしかっ
た。 

無回答 無回答 

20 わかってはい るつもりだったけ ど、人
それぞれでだいぶ価値観や考え方が
ちがったこと。 

グループみんなの意見をまとめること こうゆう時間をふやしてほしい 

21 班分けがよい 感じに適当だった なし まわりの人がどんな考えを持っている
のかわかって勉強になった 

22 発表 ない いい話し合いでした またきかいをもう
けてください 

23 グループでのディスカッショ ンは新しい
発見もあり面白い 

特になし もう少し時間を取って頂け ればなおよ
かったと思う 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 

難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

24 他人の考えている事のたとえ表面だ
けでも分かる そしてその人の価値基
準が分かることでその人はどういった
事を重んじるか 

今日は役に立たないことはなかった 特には・・・ 

25 あまりしゃべらなかった人達としゃべ
る空気になった よそう以上にお もし
ろかった また、その人たちの（しゃ べ
ったことなかった人なのに） 、考えをち
ょくせつきけ てよかったと思う。 

無回答 無回答 

26 今日もまた新しい事をやって、少し友
達のわを広げることができ たと思いま
す。これからももっとせっきょ くてき に
いこうと思う。 

なし これからもガンガンいきましょ 

27 発表前に作った意見を発表時に全て
くつがえされてしまった 

愛情て何だ？ ない 

28 今日のディスカッショ ンはおもしろかっ
た 

みんなの意見の統一 特になし 

29 やっぱり他の人と話して自分はちがう
考えをもっているからそれを聞くことに
よって自分の意見もかわったりするか
ら今日は役に立ったと思う 

なし いろんな人の話がきけ てよかったと思
った 

30 ワーク 2 に書い たとおり、いろ んな人
の意見が聞け てよかった 

今はそー思ってもそのうち役に立つ と
思う 

ない 

31 自分の内気な所を再確認でき たかな
と 

順位を付けたくなかった なし 

32 話し合ったのが面白かったです。 特になし 特になし 

33 他の人と話せた ない！ ない！ 

34 グループの人が思ってい る事が分か
って良かった。本音が聞け て自分も
本音で話せた。 

なし なし 

35 いろんな人と話せてよかった 弱気な気持ち 特になし 

36 いろんな人の意見を聞け たのはよか
ったと思う。そこからいろ んなことを考
えられました。 

知らない 人へ話すのは難しい 無回答 

37 最初、座が変わってるってことを聞い
た時はどうなるかと思ったけど、お も
いのほかお もしろ かった。 

無回答 無回答 

38 人の意見をき くことができてよかった
です。役に立ちました。 

順位はみんなで決めない でいいと思
います。それぞれなので意見を言うの
はいいと思い ますが。 

もっともっとこういうのをしてほしい で
す。 

39 それぞれが自分の考えを持ってい
て、今までの人生での体験から順位
が違ってき ている。みんながんばって
生きてるのだと思いました。 

無回答 グループでの話し合いの時間をもっと
とってほしかった。話をでき たのは楽
しくよかったです。 

40 他人の意見に耳を傾け ること。 無回答 人それぞれ、意見・考えはちがうので
楽しいと思った。 

 みんなと話せて面白かった 無回答 さっき 感想を書いたのでもう 1 回書く
のは必要ないと思う 

41       

42 話していて楽しかった 無回答 今日のプレゼンはいつ もと違い グル
ープでやるとい うところが新鮮だった 

43 自分の意見をしっかりと持つ 自分の意見と他人の意見の違いが
あるのは仕方ないけど、どこで折り合
いをつければいいのか難しかった 

特になし 
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№ 面白い、役に立つと思ったこと 

難しい 、分からない 、役に立たないと
思ったこと 

その他希望・ 感想・意見など 

44 無回答 無回答 人の色んな意見を聞い てさんこうにな
った 

45 まったく話したことのない 人がほとん
どだったので、やはりなれるまでに時
間がかかったが、こういう事はどんど
んしていき たい方なので、またやって
みたいと思う 

無回答 無回答 

46 話したことすらない 人達といきなり何
かを決めることはない経験だった。意
外とできるものだと思った。 

無回答 無回答 

47 メンバーが変わって様々な意見を聞く
ことができよかった。 

今回のことはあんまり順位をつけたく
なかった。 

特にない です。 

48 意見の出し合いがスムーズだったか
ら、私も楽でした 

今日は無いです 人に順位を与えるべきなのでしょ う
か？ 

49 自分の意見と他人の意見が違った
時、違う意見を聞け たこと 

ばらけ た順位をならべる 今まで話したことのない人でもそこそ
こ話しあえたと思う 

50 無回答 無回答 みんなで話し合えてよかった。自分と
良く似た意見の子がい ておどろい た。 

51 他の人の意見が知れて良いと思う。 人それぞれの順位があるので、話し
合いで決める事は難しいと思う。 

無回答 

52 話し合いがお もしろ かった たくさん人のいる中で人の話を聞くこ
と 

特になし 

53 しゃべったことのない 子としゃ べった
り、その子の意見を聞いたりできよか
ったです 

特にありません 特にありません 

54 個人個人の違いをおもしろいと思った ない 他人の考え方も良いと思えばとりい
れたい！ 

55 無回答 身内同士でいきなりディスカッ ショ ン
するのは辛い。一人で全く新しい 誰も
知らない 場所ならでき るが、もうすで
にグループができている中で、また
別々にグループに分かれてディスカッ
ショ ンすると、後々気まずくなる場合
がある。 

無回答 

56 あまり知らない 人としゃべることができ
て楽しかった 

特になし もう少し時間がほしい 、1 週目で話し
合い、2 週目で発表など 

57 はじめて話す人との話すき っかけが
なかなかつかめなかった 

無回答 無回答 

58 今まで話した事のない 人と話す機会
ができ た。話し合いの中では、みんな
積極的に発言できてい て良かったと
思う。 

無回答 無回答 

59 自分の意見だけ にとらわれず他の人
の意見も聞いて納得できるように話し
あいが出来てよかった 

なし 特になし 

60 みんなの話を聞き 、自分の話もでき た
ことが面白かった 

無回答 違う紙に書くこと全部書い てしまい、
ネタがありません 
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平成 17 年 1 月 11 日感想  

№ 講座全般に関する感想･意見 若年者支援に対する要望・ 意見 

1     

2 自分の事について考えたり、ためになるセミナーなど楽し
かったし、むずかしくもあった。 

こうい ったセミナーは、働く事において大事だと思う。 

3 一つ 一つの講座はかなり役に立つと思ったけ れども、時
間が短いと思う。時間数がないので、どうにもならない事
かもしれない が、一つをもっと深くやってほしい。 

このような支援を多くやるべき だと思う。特に学生とフリー
ターには必要だと思う。 

4 特になし。 なし 

5 まあまあ。 としよりにも支援を！ 

6 ビジネスマナーを学ぶことができてよかった。普段、自分
がやり慣れていない ので、身が引き締まってよかった。 

若者にやる気の出るものを見つけ てほしいと思う。 

7 いろいろな事が学べて必要なことになったと思う いろいろな場所でこのようなことをしてもいいと思った 

8 就職のために面接とかで必要な能力や知識は多いけ
ど、自己紹介とかではずかしがったり物おじしたりしない
ようにしたい。 

無回答 

9 今日は自己紹介で自分の長所・セールスポイントを考え
ることができませんでした。自分について話すことがこの
ように難しいとは、改めて自分を見つ め直す必要があると
思います。ですが、今回の講座を少しでもい かしていきた
いです。 

無回答 

10 自己紹介の大切さがよくわかった。 無回答 

11 いろいろマナーが学べてよかった 無回答 

12 自分の事をまだ見つ めなおしていなかったため長所を考
えるのが難しかったですよ。 

無回答 

13 やっぱり知っている人に私をアピールするのはとてもむず
かしかったです。 

無回答 

14     

15 年明けで前回までの感覚を忘れておられた方が多いよう
だった。自己紹介の態度までを演じるよう書い たのは初
めてでした。役に立つ と思い ます。ありがとうございまし
た。 

無回答 

16 ビジネスマナーとい う堅そうなイ メージのあるものの中の
根幹には基礎的で簡単なものがあり、意識することが重
要だと思った。 

無回答 

17 お疲れ様でした。よく分かりました。 無回答 

18 今の所、卒業後すぐ に就職するかどうかを迷っているの
で、なかなか考えさせられるものがありました。 

無回答 

19 自己紹介を自分で考えてみんなの前で言うことは、思っ
ていたよりもむずかしくて、なかなか、書くことができなかっ
た。 

フリーターは今はいいが、しょ うらい はこわい。 

20 姿勢とか敬語がとくいではないのででき てよかった。 無回答 

21 グループトークがお もしろかった ニートには活力、フリーターには道を。 

22 とてもためになりました。参考にしてがんばります。 とてもいい場だと思います。もっと場をもうけてほしい で
す。 

23 特になし。 僕はがんばって仕事・ 進路 e tc こなしています。将来につ
いて真剣に考えるには、き っかけ となる何かが必要だと
思います。私の場合は「 あせり」 でした。今の同世代には
危機感が足りない のでは？ 

24 あいさつ や謙譲語など普段使っているようで使ってい ない
ことが分かった。自己紹介などもう一度考え直す必要が
あると思った。 

なんだかんだといい 参考になった。これからも続け てほし
いと思う。 

25 皆、自己紹介ができない ことに驚いた。 フリーター、ニート等働き たくなけ ればそれでいいと思う。
社会にうんぬん、親が言うからとか、そんなんで働くんや
ったら会社もい らんと思うし（ 逆に不利益を生むと思うか
ら）、支援はもっと自分からするのを待つべきと考えたりし
ます。 
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№ 講座全般に関する感想･意見 若年者支援に対する要望・ 意見 

26 楽しかったです。コミュニケーショ ンについて知らなかった
事を知る事ができ、嬉しく思います。ありがとうございまし
た。 

これからもこうい った講座は必要だと思います。ダルイと
か思う人もでてくるでしょ うが、かならず必要な事なので、
つづけてほしいと思い ます。 

27 自己紹介につい ての自分を見つけるのが一番苦労する フリーター、ニートとい う名前がだめ。（ 例：プー太郎、プー
次郎） 

28 自己紹介のしかたなど勉強になった 不況をなんとかしてください 

29 今回は自分をアピールして発表するとい うことだったの
で、なかなか自分の事を相手に伝えるのは難しいとい うこ
とがよく分かったので、これからはもっと自分のことをうま
く相手に伝えられるようにしたいと思う。 

なし 

30 色々学べて良かったです。 短い 間だったけれど充実した時間を過ごせました。 

31 自分の中でもそれなりに身になる内容だった。しかし、や
はり自己の長所などは分からない。 

書く授業は気持ち的に乗らない かも。 

32 とてもやくにたつ 事ばかりだった。 無回答 

33 くだらん １週間に１度（１時間３０分）ぐらい では無駄 

34 相手によって言葉を使いわけることと、どのように使えば
いいか分かったのがよかった。 

もう少し、若者の雇用を多くしてあげるといい んでは？ 

35 社会に出たらマナーを守りたいと思う。 特になし 

36     

37 普通の授業でしない ことをしたので、とまどいはあったけ
ど、うけてよかったと思います。 

無回答 

38 自己紹介というのが結構難しいとい うことが今日のことで
分かりました。自分の考えや自分がどんな人間なのかと
いうのは難しいと思います。自分の性格など自分では分
からないところ が多かったりしますので。 

全般的にお もしろ かったので、こうい うのはどんどんしても
らいたい ですね。おつかれさまでした。 

39 自分とい うものを相手に伝える、自分は何がしたいの
か？自分は何かを考えさせる時間でした。たかが 1 分で
も自己紹介するには長い 時間であると感じました。 

無回答 

40 自己紹介は自分のことを説明しなくてはならないので、難
しいと思った。 

無回答 

 自己紹介は恥ずかしくてなかなか書けなかった。 無回答 

41 自己紹介が難しいとわかった。これから考えていきたい と
思った。 

無回答 

42 自分の長所を考えるのが難しかった。こうい うことを考え
る機会がないので。 

無回答 

43 話し方が早くて何を言っているのか良く分からなかったで
す。頭の中で整理しながら聞いていると、話が進むのが
早すぎてあき らめました。 

アミューズメントパークみたい に楽しみながらどんな仕事
があるのか、わかれば良い なと思います。 

44 知っていることが多かった 無回答 

45 自己紹介が難しい 事をあらためて感じたが、自分の事が
よく分かっていい 時間が過ごせたと思う。 

この調子でがんばってください。 

46 とても有難かった。今まで考えたことすらない ことをたくさ
ん学べた。 

家族ぐるみの対策が必要だと思う。 

47 色々な事ができ、学べたのでよかったです。 就職率低下の対策、社会に出るにあたっての知識を学
べる場が欲しい。 

48 席順を変更するのは好ましくない と思い ました やる気がある人かどうかを見極め、理由があってフリータ
ーをやってる人に声をかけ てあげてほしいですね。 

49 自分を振り返ってみたり、コミュニケーショ ンの仕方などふ
だんやりなれないことができてよかった。 

このようなことはなかなか経験でき ないことなので、このよ
うなき かいをもっとふやしてい ってもらいたい 。 

50 今日の講座は今までの講座の中で一番わかりづらかっ
たです 

無回答 

51 自己紹介といっても、いろいろな場合があるので書くのが
難しかった。 

無回答 

52 アツイ 見下さない 

53 マナーを覚えられたと思います。 特にない です。 
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№ 講座全般に関する感想･意見 若年者支援に対する要望・ 意見 

54 今まで話した事もない人とトークができてよかった。 話して分かる事でもないと思います。フリーターやニート
はそれを必要としている社会がある以上はなくなることは
ないと思います。 

55 無回答 労働基準監督署等、労働者に対しての権利をき ちんとし
てほしい 。例えば有給 20 日があるのに、職場の雰囲気で
とれない 等、職場の無言の圧力を行政がどうにかしてほ
しい 

56 時間があまりにも短い 上にディスカッ ショ ン等で話が長引
くことがあるので、１ケ月よりも半年に増やすべき。 

この講座にかぎり、学内でフリーターやニートの人も受講
できるようにすればいいと思う。 

57 難しかった 無回答 

58 難しいと思うが、もう少し少人数でのんびりできる方が良
かったと思う。全体的な印象では考えるのは大変だった
が、充実できる時間を過ごせたと思う。 

無回答 

59 自己認識は難しいことですが、最も必要なことだと感じま
した。普段の生活の中ではなかなか自分と他人の考え方
の違いを理解しにくいですが、お 互いが話すことで自分以
外の他の人の考えを少しでも知る機会になったと思い ま
す。 

ニート問題は深刻になってき ていますが、どのようにした
ら若者がやりがいを持って仕事に打ち込めるか、夢をか
なえようとする意欲をお こさせることができるのかを考えて
いかなければならない と思い ます。 

60 ・今回足が悪いために、立つのがとても苦でした。・ 考える
ことは、これからも役にたちそうで、とても楽しかったです。 

無回答 
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参考２ 

 
キャリアプランニング研修の感想  

 
大阪電気通信大学  
就 職 部 就 職 課 

 
 

1.  外部キャリア・コンサルタントに依頼して良かった点  
 本学の講義は座学が中心となっており、学生同士で議論をすることはほとんどありま

せんでした。そのため、今までの講義とは全く異なっており、学生にとっては新鮮であ

ったと思います。聞いているだけの講義と実際に作業する講義では身に付き方が違いま

す。その機会を与えていただいたことは大変よかったと思います。講義の内容に関しま

しても、毎回設問を考えていただいたり、振り返りのアンケートを用意していただいた

りと学生が自分で考え、参加する形をとっていただいたことはよかったと思います。理

工系の学生は人とのコミュニケーションをとることを苦手としているため、こういった

講義形式は今後もできれば取り入れたいと思います。また、就職部としては就職活動を

目前に控えた 3年生を対象としましたので、時期的に大変よかったと思います。自己分

析のやり方など自分を見つめ直す機会をちょうどいいタイミングでいただいたと思い

ます。自己分析などは就職活動、強いては今後のキャリアプランニングで大変重要なこ

となので、本来ならば最初の段階でじっくり対応したいのですが、それがままならない

となるとこういった講義は大変助かります。他大学でもあるとは思いますが、業務が増

えていく一方で人員削減も進められ、外部に依頼する機会も増えました。そういった流

れの中で、専門のコンサルタントに依頼することは安心感があると思います。今後は就

職部で対応しきれないことは協力し、学生のために活用できればと思います。  
 
2.  今後外部キャリア・コンサルタントに要望したい点  
 キャリア・コンサルタントのレベルを一定水準以上にしていただきたいです。どの方

に依頼してもある程度のコンサルタントができるようにしていただきたいと思います。

このように何回か連続して行う場合、途中でキャリア・コンサルタントが変わることも

でてくると思います。その際、人によって内容が変わったり、やり方が変わったりして

は困りますので、レベル的なところでの統一を図っていただきたいです。また、キャリ

ア・コンサルタントの中でも専門分野を持っていただければと思います。若年者を対象

にしたコンサルタントが得意であるとか、技術系を対象にしたコンサルタントが得意な

どと細かくわけていただけると的を射たキャリア・コンサルタントができるかと思いま

す。  
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3.  キャリア・コンサルティングを勉強している立場で、外部キャリア・コンサルタント

を導入したことにより、自分の業務上手助けになったこと  
 以前までは就職斡旋が主業務でしたが、最近では学生のキャリアプランや人生設計の

領域まで踏み入らなければならないようになってきました。その際にキャリアに対する

理解や学生に考えさせるスキルが就職課員にも必要となってきています。しかし、大学

職員という立場では人事異動などを考えると専門的に育成することは困難なため、外部

のキャリア・コンサルタントの方に指導していただくことは大変重要なことだと思いま

す。私自身キャリア･コンサルティングについて勉強していますが、理論に裏づけされ

た指導方法は学生を納得させるものであり、外部講師といっても安心して学生指導を任

せることができました。各大学の出口というだけではなく、ニートやフリーターを食い

止める最後の砦ともいえる大学で専門的なキャリア・コンサルタントを導入し、一人で

もニートやフリーターを減らすよう努力していかなくてはならない時代となってきて

いると感じます。  
 

4.  その他感想  
 先にも述べたように本学では座学中心の講義であるため、どこまで学生が参加するか

心配ではありました。しかし、実際始まってみると学生も積極的に参加し、アンケート

を見ても好意的に受けて取っており、安心いたしました。学生を信頼し、こういった機

会を与えることも重要だと痛感いたしました。フォロー講座の実施については、できれ

ばもっと早期に実施したかったです。学生への個別カウンセリングと就職部で実施して

いる作業レベルの支援をもっとうまく連携させることができれば、より短期間で成果が

あがるのではないかと考えます。  
 今後は既卒学生への支援も課題となってきますので、学生←→社会人のいろいろな状

況に対して、適切なキャリア形成支援が実施できるよう取り組んでいきたいと考えてお

り、専門家としてのキャリア・コンサルタントに協力依頼する範囲が拡大されてくるこ

とと思います。  
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参考３ 

 
キャリアプランニング研修について（教員の感想） 

教 員 ① 外部キャリア・コンサルタ

ントに依頼して良かった

点 

② 今後外部キャリア・コンサ

ルタントに要望したい点 
③ その他自由感想 

Ａ教授 通常の授業とは全く異った、

新鮮な内容の授業であったこ

と。講師の先生方の熱意が学

生に伝わり、大多数の学生が

真剣に授業に取組んだこと。

その結果、自己表現やコミュ

ニケーションの重要性など多

くを体験的に学べたこと。 

今回の授業の前段として、よ

り基本的なことであるが、敬

語や謙譲語などの TPO(例え

ば入社試験の面接)における

使い分け、礼儀作法の指導と

実習なども取り入れてほしか

った（時間数との兼ね合いも

あると思いますが）。 

この授業では、日頃の授業で

は熱心でない(むしろ不真面

目な)学生が積極的に参加し

ていた。専門科目の教育にお

いて比較的学力の低い学生に

も興味を持続させるような授

業の方法について考え直す必

要があるのではと感じた。 
Ｂ教授 就職の面接に必要な自己の性

格の分析を学生自身に考えさ

せるために、多くの設問を準

備され、学生に回答させ、互

いに議論させることにより、

深く考える動機を提供してい

ただいた。 

授業中に行っていただいてい

たが，自己分析の結果を発言

させる人数をさらに多くして

いただけると、より真剣に自

分の性格を分析すると思われ

る。 

各自に考えさせ、発言させる

方式で授業を進めておられた

ので、学生が興味をもって授

業に参加していたように感じ

られた。 

Ｃ助教授 概ね受講生に好感を持たれた

ことが感想文からも推察され

る．専任教員だけで は、従来

型工学プレゼンテーションの

域を出ず、習熟度やチームワ

ークなどの 問題により、今回

程の満足度を達成できなかっ

たかも知れない。 

今回のような授業内容に加え

て、学生が就職活動をする場

合に必要となる礼儀 作法に

ついての実技の時間も設けて

頂きたい。 

授業参観中には，受講生の私

語，居眠り、言葉遣いなどの

ことで、講師の方々 に対して

失礼がないかを常に心配して

いました。 

Ｄ講師 就職活動に必要な話し方、振

るまいなど、通常の授業では

得られない社会常識を身に付

ける導入として有効な授業で

あり、インタラクティブな授

業スタイルが新鮮で学生に容

易に受け入れられたことが良

かったと思える。 

今回の授業は導入として有効

であるが、本来の目的を達成

するためには不十分であると

思われる。もっと多くの授業

回数を設定してより効果的な

プログラムにできればと思

う。 

最近の学生は特に、対人関係

が苦手で、それが原因で何事

もうまくできずに自信を失

い、無気力になることが多い

と思う。大学の授業の中でも、

共同作業を多く取り入れ、人

と付き合う機会を増やす努力

が必要と感じる。 
Ｅ講師 学生にとって新鮮でよかった

のではないでしょうか。今の

学生は，自己認識力、自己発

見力やコミュニケーション力

に不足しておりますので、こ

のような教育はこれから重要

度を増すものと思います。 

特にはありませんが、今の学

生は将来設計力も不足してい

ます。自分が今後何をしたい

のか、何をするべきかわから

ない学生が多くいます。その

ような学生に少しでも光を与

えてあげられれば，ありがた

いと思います。 

普段、授業に集中できない学

生が特に熱心に取り組んでく

れたことが嬉しく思いまし

た。 
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立教大学 

 
１．学校の概要 

学  校  名  学校法人 立教学院 立教大学  
区  分  ４年制大学（共学）  
所  在  地  （池袋キャンパス）東京都豊島区西池袋３－３４－１  

（武蔵野新座キャンパス）埼玉県新座市北野１－２－２６  
設  立  年  １８７４年  
設置学部  大学院：文学研究科・経済学研究科・理学研究科・社会学研究科・法学研

究科・観光学研究科・コミュニティ福祉学研究科・ビジネスデザイ

ン研究科・２１世紀社会デザイン研究科・異文化コミュニケーショ

ン研究科・法務研究科  
学 部：文学部・経済学部・理学部・社会学部・法学部・観光学部・コミ

ュニティ福祉学部・経営学部（２００６年４月開設）・現代心理学

部（２００６年４月開設）  
学  生  数  大学院： １，２９９名（男７６２名・女５３７名）  

学 部：１４，８７４名（男７，５０２名・女７，３７２名）  
 平成１７年１０月１日現在  

 
２．学校の特徴（教育理念） 

本学は、人間としての基本的あり方を問う教育を大切にしてきた。学生一人ひとり

の個性を尊重し、社会人としての責任を学び、それぞれが出会った文化・社会を大切に

しつつ、同時にそれらを越えうる国際性、異文化コミュニケーション能力を涵養する教

育である。こうした教育は愛と正義を旨とするキリスト教精神と合致する。それゆえ、

立教大学におけるキリスト教教育の理念は包括的人間教育を目的とするリベラルアー

ツといえる。  
伝統的にリベラルアーツを体現する本学独自の試みは正課外教育であった。正課教

育とは別に、チャプレンシーに支えられたチャプレン室主催「奥中山キャンプ」、学生

部主催「林業体験」などのフィールドワークによって、学生が生命の現場に立ち会い、

他者を思いやる心、協働する喜びを学んできた。  
これらの背景が根拠となってなしえたのが、１９９７年から実施された新しい教養

教育「全学共通カリキュラム」である。「専門性をもった教養人」を育てることを目標

にしたこの試みは、大綱化をうけて解体した一般教育部に代わるものとして大学内外か

ら高く評価され、他大学の新たな教養教育のモデルとなった。（現代ＧＰ「立教科目－

建学の精神から学ぶ科目展開」２００５年度採択）  
さらに現在は、これまでの学問領域を総点検し、既存学部・学科のリソースを再編

することによって新たな「知」の枠組みを作ろうとする「立教大学アカデミックプラン」

の２００６年度実施が予定されている。そのねらいは、１３０年の歴史をもつ「立教ら

しさ」という特徴をより鮮明にして、本学に対する社会の期待に応えていこうというこ

とである。立教らしさとは、自由の気風を大事にすることである。立教が重視するこの
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「自由」とは、権威に守られただけの、因襲的なものの見方から解放され、自分の意思

と責任で判断し、行動していけるという自由である。自分自身を自らコントロールでき

るという自由である。  
立教らしさのもうひとつの特徴は、自分以外の人、すなわち他者との協働（コラボ

レーション）により、自分自身の成長と社会の発展を実現していこうとする気概である。

自分を活かし他者を活かすことにより、創造的な仕事ができる、つまり「協創」こそが

大事だと知っていることである。本学は、これら本来の立教らしさをさらに強めるため

に、２つの新学部（「経営学部」および「現代心理学部」）を設置し、また既存の学部の

中にも新学科（「交流文化学科」「コミュニティ政策学科」「経済政策学科」「メディア社

会学科」）を設置するとともに文学部の一部学科を改編する。  
「キリスト教に基づく教育」を建学の精神に掲げ、普遍的人間性の追求、社会や他

者との協調・連帯・協働の重視、自由な知への果敢な挑戦を通じ、人類の平和と福祉に

貢献するという本学の理念を追求して来た。  
 
３．学生に対するキャリア形成支援の考え 

２００２年４月に「就職部」から「キャリアセンター」へと名称を変更し、「就職対

象学年への就職支援」から「入学から卒業までの４年間にわたる一貫した進路・就職支

援（キャリア形成支援）」へと、所管機能を大きく向上させた。入学時から、「自分の一

生、特にキャリア」と「大学で学ぶこと」を結びつける気づきのきっかけを提供しつつ、

大学生活で自己のキャリアを自立してデザインできるような系統的なプログラムを展

開している。（ここでキャリアとは、「経済的自立、社会貢献、自己実現をもたらすもの

としての職業人生を目指す絶えざる試み」を意味する。）学生への直接的な進路・就職

支援がキャリアセンターの中核的な業務であるが、その過程で得られる学生に関する情

報と学生をとりまく情報を学部および関連部局に発信していく責務を負う。それらを通

じて、学部と連携してキャリア教育の充実を図り、教学改善に貢献することも重要な使

命として取り組んでいる。その結果、２００５年度、全学的なキャリア教育を展開すべ

く「コオプ教育・インターンシップオフィス」を開設するに至った。  
 
４．学生に対するキャリア形成支援のこれまでの取り組みの概要 

全体像と流れは添付資料１を参照。ここでは添付資料１の主な進路支援プログラム

と就職支援プログラムの詳細説明を加える。  
 

＜進路支援の目標＞入学時～３年次前期 

充実した学生生活の先にある進路選択に際し、就職活動に至る前に、体験等を通し

て視野を広げ、自らのキャリアを自己決定できる学生の育成を支援することを目標とす

る。個々人が自立した人生を歩むためには、将来の選択肢の一つである「就職」が、キ

ャリアにおいては大きな要素であることに気づかせ、学生生活と将来を関連付け、学び

の意義を得られるような支援を行うことが必要である。 

※ 立教非単位認定型のインターンシップは、アルバイト以外の就業体験のない学生

が２週間程度の就業体験を通して、自己と社会の理解を深める極めて有効なプロ
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グラムである。  
※ 企業勉強会は「就業体験」とまではいかない、半日の「体感」に近いものではあ

るが、企業に赴き現場でしか感じ得ないものをそれなりに味わうことで、就業・

将来への不安感が少なくない学生への有効なプログラムとなっている。  
※ ２０００年から開講しているキャリア科目授業「仕事と人生」は、毎年１、２年

次生中心に１，０００人近い学生が受講し、早期に自己と社会を結びつける気づ

きの効果を得ている。  
進路プログラム  
授業（キャリア関連

科目） 
現在の雇用をめぐる状況や多様化する働き方などについて学び、

職業観を育成する。全学共通科目「仕事と人生」（１・２年次生中

心 前期２単位） 
新入生対象 
キャリアガイダン

ス 

①入学時から自分の将来・進路について考えることの必要性を知

り、学ぶことに対する動機を高める。 
②キャリアセンターについて知る。 

講演会 ①学生部と共催。「Catch Your Dream～夢への挑戦」というテー

マで、実社会で活躍している人の話を聞く。今年度は「自分の

言葉で語る」。 
②「働くこと」「仕事」といった観点から、自分の人生をどのよう

に生きていくのかを考える。今年度は「私の取材ノートから～

伝えるということ～」。 
③「Let ’s キャリアスタートＱ＆Ａ」キャリアカウンセラーによる

講演会。新座にて開催。 
働くステージを知

る 
様々な分野で実際に働いている人の話を聞く。今年度実施は「広

告業界で働く」「テレビ・ラジオの現場で働く」「新聞・出版の現

場で働く」「国家公務員として働く」「法曹として働く」「環境マイ

ンドを持って仕事に就こう」。 
制度を知る 各種資格試験の制度を知ることを目的とするが、合格体験談や仕

事内容についての話も聞く。今年度実施「公務員」「公認会計士」

「社会福祉士・精神保健福祉士」「司法試験・ロースクール」。 
企業勉強会 働く現場を自分の目で見ることにより、将来を考えるきっかけと

する。主に夏季・秋季休暇中の 1 日に実施する。今年度実績１３

社 １８０名。 
インターンシップ 
（非単位認定型） 

主に夏季休業期間を利用し 2 週間の実習を行う。就業体験を通じ

て仕事や働き方に対する意識を養い、勉学へのモチベーションを

高める。今年度実績８０社・５自治体・５非営利団体 ２２０名。 
＜＞＜、  

＜進路支援プログラムの結果＞  
インターンシップは今年度、８０社･５自治体･５非営利団体で実施した。参加学生

数２２０名と、昨年度（６８社・４自治体･２非営利団体、２０４名）よりも実施事業

体を増やすとともに質の充実にも配慮した。｢働く」という実体験を通して学生が自ら

考え、判断・行動する力を身につけ、将来へのビジョンを描き、自らが働くこととはど

のような意味を持つものかをじっくり考えること、また、体験前後の自分を振り返って

成長を実感し、これをひとつの自信へと繋げることをねらいとするものであった。イン

ターンシップ期間中も担当職員との連絡・報告・相談を密に行った。  
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企業勉強会は、決め手や確信のない将来や自分の進路を模索していくための入り口

として、今年度は１３社（１８０名）で行い、実際の企業選択へのアプローチとして行

動化を促進することとなった。  
上記のプログラム以外に、個々の学生に対して、就業への不安や就職活動の停滞な

ども含めてさまざまな個別の相談を丁寧に行った。  
 
＜就職支援プログラムの目標＞３年次後期～卒業  

低学年からの進路支援を経て、3年次後期からスタートする就職支援では、さらに具

体的な進路を、学生が主体的に一層幅広く柔軟な選択ができるような支援を行っていく。 
就職プログラム  
ガイダンス ３年次７月、１０月、１月の３回実施。就職希望者の８割が出席。

段階を追って、学生が自立した就職活動を行えるための情報提供、

支援をする。 

女子学生就職セミ

ナー 

約半数を占める女子学生のために、女子学生に特化した情報を提

供し、男女の差別は未だ根強くあるという現実を踏まえ支援する。

「女子学生就職ガイダンス」「立教大学ＯＧ座談会」 

マスコミセミナー 超少数厳選採用の実態を知り、仕事を理解させる。 

「セミナー」「マスコミ内定者の集い」「マスコミＯＢ・ＯＧ懇談

会（放送・広告／新聞・出版）」「テレビ業界で働く」 

実践セミナー 小グループを作り、自己分析やグループディスカッションなどを

実際に体験したり、作業したりしながら、就職活動に必要なこと

を学ぶセミナー。 

筆記試験対策 筆記試験を模擬体験し、弱点を知る。 

マナー講座 基本的なビジネスマナーを身につける。手紙の書き方、メールの

送り方、電話のかけ方、会社訪問・面接時のマナーを学ぶ。 

業界研究セミナー 各業界の動向や具体的な仕事を理解する。 

企業研究セミナー 企業の人事採用担当者によるマスを対象とする学内企業研究。 

グループワーク 

（事前申し込み） 

少人数でグループワークを行い自己分析や業界研究の方法につい

て他者と共に他者を通して学ぶ。 

公務員ガイダンス 公務員試験や仕事の内容、官庁訪問について知る。 

福祉職セミナー 社会福祉に携わる仕事のガイダンス。 

教職特別セミナー 教員採用試験につての概要を学ぶ。 

外国人留学生就職

ガイダンス 

日本における就職活動の仕方、就労ビザの取得の仕方等について

学ぶ。 

ランチタイムミニ

ガイダンス 

新座キャンパスのオリジナル企画。昼休みを利用しミニガイダン

スを開催。 

「キャリアセンター１２０％活用術＋ＯＢ・ＯＧ訪問の仕方」「エ

ントリーシートってどんなもの？＋業界研究セミナー１２０％活

用術」 

ＯＢ・ＯＧとの懇談

会 

現場で活躍している卒業生と交流し、仕事の実際を理解する。 

①「就職シンポジウム・懇親会」「商社・金融ＯＢ・ＯＧによる勉

強会」 

②卒業生組織ＲＢＣ（立教ビジネスクリエーター塾）による「集

団ＯＢ・ＯＧ訪問」（内定者組織キャリア塾とのコラボレーショ

ン企画） 
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内定者組織「キャリ

ア塾」企画プログラ

ム 

４年生の内定者組織がキャリアセンターと協働で、自主的に様々

な就職支援プログラムを企画。「何でも相談会」「観光学部生が体

験した就活!!」「マスコミ志望者集まれ!!」「内定者１００ＶＳ就

活生１００～描け！将来像!!～」「ＩＴ業界内定者と語り合う会」

「コミ福。的就活」「\金融まとめて相談会\」「履歴書・ＥＳをみ

てもらおう！」 

ゼミ訪問 学生の要望に応じてゼミ単位で実施する少人数プログラム。キャ

リアセンター職員がゼミを訪問し就職活動についての話をした

り、質問に答える。 

４年次未内定者向

けプログラム 

「学内合同企業研究セミナー」（４年次４月～９月までの各月２～

３日開催） 

「４年生向け就職ガイダンス～これからの就職活動～」「４年生向

け就活アドバイス＆実践講座」「就職何でも相談会」「４年生向け

模擬面接＆グループワーク」「キャリア・コンサルタントによる就

職活動ワークショップ」 

大学院生向け 

ガイダンス 

「文系大学院生向けガイダンス」 

「理系大学院生向けガイダンス」 

 
＜就職支援プログラムの結果＞  

近年の特徴としては、就職活動の早期化と早期離職問題があり、人生最初の就職と

いう大きな転機において個々の学生をいかに丁寧にサポートできるのか、また企業の変

化と人材のニーズをいかに読み取り、学生へ提供できるかということで、企業のＯＢ・

ＯＧとのコラボレーションをより一層重視した新規企画を取り込んだ。とりわけ上記の

就職プログラム中の OB・OG との懇談会、さらに４年次生の内定者組織が自主的に作

り上げた様々なプログラムなどの新企画は、より身近な先輩と接することができるとい

うこともあって好評であった。また、職員がゼミを訪問するゼミ訪問は、少人数で実施

できることから効果も大きく、職員にとってもゼミからの要望が得られ、成果をあげた。 
さらに、４年生の未内定者向けのガイダンスを始めとするプログラムは、昨年度本

学で実施したキャリアコンサルティング導入・展開に係る試行的取り組み（厚生労働省

委託事業）の成果を立教独自にアレンジして実施し、今年も結果を出すことが出来た。 
また、２００４年度は延べ６，７７３件の個別相談を行った。前年度から約８００

件強の大幅な増加である。この相談件数の増加は、キャリアセンターの多様なプログラ

ム展開と職員（相談員）への信頼の現われと自負する反面、昨今の学生の特徴ともいえ

るのだが、マス対応のプログラムではどうしても拾いきれない個人の就職への不安の強

さが年々その数を押し上げてきているともいえる。就職活動の早期化、長期化でストレ

スを抱え、自身の進路決定自体に不安を持ち、就職活動への意欲を喪失してしまう学生

が増えてきたという状況もあげられる。また、今までの人生で自己決定体験の少ないこ

とも学生の不安感を増大させているという深刻さも窺える。このような学生の増加現象

が、就職部・キャリアセンターの職員に従来の単なる就職相談のみならず、いわゆるキ

ャリアカウンセリングの能力が必要であると謳われるゆえんである。  
 

＜進路・就職支援プログラムの今後の課題＞  
本学では、各学生のキャリア形成の一環として、進路・就職支援・個別相談という
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流れのなかで、多種多様なプログラムと仕組みを学生に提供している。しかし、どのよ

うな仕組みを提供しても、最終的なキャリア形成の選択と決断は、各学生一人ひとりの

成長発達と体験、そしてニーズに対応するものであるということは否めない。  
具体的には、下記の３項目が何らかの形で、学生に結果として現れることが望まし

いのではないかと考える。  
(1) 学生が、体験を通して自己に気づき、可能性・能力を最大限に引き出すことが

出来ること。 

(2) 学生が、他者との交流を通じ、自己を客観的に認識できること。 

(3) 学生が、自らの考えで判断・行動し、自己の生き方の中で自己実現を果たせる

よう、今後のキャリア形成を思考し、言語化できること。 

 
５．キャリア・コンサルタントを活用したキャリア形成支援の試行実施の内容 

 
（１）実施概要  

 
ア．企画背景  

・ 上記４の＜進路・就職支援プログラムの今後の課題＞にある（1）～（3）の実

証を試みる。  
・ 個人差があるものの、総じて体験を言語化することが苦手な若者が多いのも昨

今の特色で、とりわけ言語化が苦手な学生が、就職活動を停滞させてしまう傾

向があるという現状を改善する必要がある。  
・ 学生は「インターンシップを含めた様々な体験」をしてはいるが、その体験で

得たことが、いわば表面的な事柄だけで終わっていることが見受けられる。  
・ 採用試験での対応において「インターンシップを体験したことで企業への意欲

や関心が高まりました」的な回答になり、そこには体験が自らの内的な気づき

まで深まり、結果として言動の一致に至っていくという事がおこらない。これ

では学生自身の体験と今後が繋がらない。  
・ 「他者理解・自己理解の中で起きる自己矛盾をどのように整理し、自発的キャ

リア形成への言動へ繋げるか」、言い換えれば、「体験とキャリアの一致」を支

援することの大きな手助けとなることをキャリア・コンサルタントへ期待した。 
 
イ．対象学生・目的  
 
 ＜対象学生＞  
ａ）立教型非単位認定インターンシップ（夏期休業期間中実施）に参加し、事前研

修および事後研修（各３時間）に参加した３年生 ６０名  
ｂ）夏期休業期間中に開催された関東・関西３大学共同プログラム「ネクストリー

ダースプロジェクト」に参加した１、２年生 １０名  
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 ＜企画目的＞  
ａ）インターンシップに参加した３年生  

・ 今後の就職活動に向かう前のキャリアのベースに成りうる具体的な支援  
ｂ）「ネクストリーダースプロジェクト」に参加した１、２年生  

・ 今後の学生生活へとつなげるためのキャリア形成支援  
ｃ）共通到達目標  

・ 体験をより広げた視野で見ること、そして体験を言語化・行動化すること。 
・ 体験を今後のキャリア形成においてどのように生かすかを、他者を通じて他

者の体験と照らし合わせ、具体的に考え、表現すること。  
・ 学生が自己理解を深めることを、キャリア・コンサルタントが教えるのでは

なく、インターンシップやリーダースプロジェクトを中心とした自分の体験

について語る中で、自ら気づくこと。  
 
ウ．企画内容  
 
 ＜プログラムの目標と実施内容＞  
  ａ）目標  

①学生生活で体験した様々な事柄を思い起こし、少人数によるグループワーク

でそれらの体験を再度検証する。  
体験を検証し、言語化する力をつける。  

②体験を他者へ伝わるように言語化する。同じような体験であっても他者と自

己との視点・感覚に違いがあることを知り、体験をその事象で止まらせずに

さらに視野を広げる。  
③その後に個別カウンセリングで今後のキャリア形成をいかに現実化するか

を支援する。グループワークでの個人的な内的気づきから起こると想定され

る精神面における葛藤などのフォローを含む。  
  ｂ）実施内容  

上記の目標に応じて全体を３つの期間（ターム）に分け、それぞれのターム

ごとに「体験のシェア」、「体験の拡大化」、「体験から自己実現へ」という内容

とした。  
全体的な流れは下記〔図１〕に記載したものである。  
なお、図中の１～４がこれまで実施されている内容である。また５、６が今

回の企画の内容の部分であり、その詳細のプログラム内容は〔図２〕に示した

ものである。  
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〔図１〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

立教大学・インターンシップ・キャリア・コンサルタント導入プログラム 

目的：夏季休業期間中のインターンシップを体験した学生が、今後の個人の将来に向

けたキャリア形成意識を持つとともに、就職活動等の進路に向けての具体的自

己実現が行えるよう支援を行う。 

２ インターンシップ事前研修 

１ インターンシップ説明会・応募・選考 

３ インターンシップ研修 研修中は 

メールにて報告 

ここまでが通常イ ンターンシップ 

キャリア･コンサルタント

打ち合わせ 

５ プログラム 

 

第１ターム「体験のシェア」 

第２ターム「体験の拡大化」 

６ プログラム 

第３ターム 

「体験から自己実現へ」 

個別カウンセリング 

キャリア・コンサルタント導入部分 

事後研修後３ヶ月 

４ インターン

シップ事後研修 
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〔図２〕 

  プログラム内容 
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01：10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01：30 

 

構成と流れ 

 
【研修全体の目的】 

インターンシッ プで体験した事をベ ースとし、就活に活かせ

るように３タームでフォローアップを目指す 

第１ターム「 体験のシェア」 第２ターム「 体験の拡大化」 第

３ターム「 体験から自己実現へ（就職活動での活かし方）」 

 

第１ターム「体験のシェア」 

 

【セッショ ンの目的】 

● 体験を通じて「 感じた事」「 気づい たこと」 ｢学んだ事」 を

第三者に伝える事の難しさを知る 

● 人それぞれに体験から感じる事、気づくことの違いを知

る 

 

【進め方】 

1. 各人持ち回りで「インターンシッ プでの体験から良かっ

た事・ 楽しかった事・ 疑問に思ったこと・ 気づい たこと・

発見した事・学んだ事・・」を発表する  ３分 

2. 聞き 手から一人、発表者の話を聞い た上で、代弁をす

る  ３分 

3. 感想交換 ８分 

・ 当事者は代弁者の話を聞いてどう思ったか 

・ 代弁者は当事者の感想を聞きどう思ったか 

・ オブザーブは双方の話を聞い てどう思ったか 

4. 上記１～３を人数分繰り返す 

 ３人・・２０分／１人  ４人・・１５分／１人 

5. セッショ ンで気がつい たことを各人ノートに書かせる 

・ 自分が「 伝えたかったこと」 は何か、でも「 伝わったこ

と」は何か・・その違いはなぜ起き たのか 

 

【まとめ】 

● 「話したこと」と「 伝わったこと」 には違い が生じる 

● 「伝えたかったこと」 をきちんと理解してもらうように表現

する事は難しい 

● インターンシッ プとい う体験でも人によって観る・ 気づく

視点が違う、その視点をたくさん持つといい 

 

進行上のポイント 

 
 

・ ファ シリテイ ターの自己紹介、学生の

自己紹介については、進めやすい タイ

ミングで入れる 

・ 第３タームのカ ウンセリングにつ い て

触れる 

 

 

 

・ 「体験のシェア」の目的を伝える 

・ 板書可 

 

 

 

 

・ １～２を 説 明し た 後に 、１ 分 くらい で

個々に話の準備をさせる 

・ その後順番を決めさせてスタートする 

・ ３～４のファシリテイトの時間配分や進

め方はその場での対応とする 

・ ３の感想交換では「 他人に伝えた事が

伝わっていない 、ではどうしたら伝わる

のか考える」「 共感でき る仲間を作れ

ましたか」「 思い のたけ は伝わりました

か」・・など問いかけ ながらセッ ショ ンの

目的を気づかせる 

 

・ ５ １～４まで終了してから各人のまと

めに入る 

 

 

・ 「まとめ」 はファシリテーターの言葉で

実施する 
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01：30 

構成と流れ 

 
第２ターム「体験の拡大化」 

 

【目的】 

就職活動に向け て 

● 自らの体験が応用できることを知る 

● 自分の体験を表現する方法を知る 

 

【進め方】 

1. 体験をカテゴリーに分け る 

 「 就活で皆さんはどんな体験を通じて自分を表現しま

すか」 

2. まず、「インターンシッ プ」での体験談から体験以外の応

用ジャンルを探索する 

 「 皆さんがイ ンターンシッ プで体験したことって、他の

業界・会社でやれますか」 

・ 「インターンシッ プの体験や仲間の体験を聞い て自

分で応用できそうなところ」を話させる 

・ 聞き 手は話を聞き ながら、話し手の体験が活きる場

を考える 

・ １人１０分（ ４名の場合） くらい でメンバー全員で繰り

返す 

・ ポストイットでメモしてもいい 

3. その他の体験を各人で出させる 

 「体験から自分らしさを伝えられますか」 

・ カテゴリーごとに伝えたい体験内容を書かせる 

・ 一人づつ 簡単に体験談を話させる 

・ 感想交換「 その人の体験から何が伝わってき ました

か」 

・ 人の話を聞き ながら自分にも言えることは追加して

いく 

 

【まとめ】 

● 体験から得た事は、それを活かすことを考えると汎用

性・ 応用性のあるものである 

● 体験から学んだ事を伝えるにはいろい ろな表現の仕方

がある 

 

第３タームへのインフォ メーショ ンをする 

 

進行上のポイント 

 

・ 前回の感想交換を含める 

 
 
 
 
 
 
 
 

・ 学生からカテゴリーを出させる 

・ 体験カテゴリー（ 例） 

「インターンシッ プ」 「 アルバイ ト」 「 クラ

ブ・ サークル活動」「 ゼミ」「 中学・ 高校

時代」「ボランティア」「 家族・ 家庭」「 特

技・ 趣味・ スポ ーツ」「 得意な学科・ 専

門分野」「資格」「 愛読書」 など 

・ 同じ体験を伝 えるにも 人それ ぞれ 表

現が違うことを押さえる 

 
 
 
 
 

・ ３はポ ストイッ トで個々のカ テゴリーに

体験キーワードを記す 

＊ １～２がメインなので、時間調 整で全

員やらなくても可とする 

＊ その場合は第３タームで個 別対応 す

ることを伝える（ 宿題もあり） 

 
 
 
 

・ トランスファラブルスキル 
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全体的な流れ〔図１〕に沿って簡単にプログラム内容について説明する。  
 

１ インターンシップ説明会・応募・選考  
インターンシップ説明会を２００５年５月に開催し、本学におけるインタ

ーンシップについての考え方、分類、立教型インターンシップ実習先につい

ての紹介および実習内容等についてのアナウンスを実施した。（５００名参

加）  
続いて希望者は「志望理由書」を提出（３１０名）し、全員についてイン

ターンシップ担当者が面接を実施してマッチングの上、２２０名の実習生を

決定。  
 

２ インターンシップ事前研修  
実習生全員に対して３時間の事前研修を実施した。インターンシップに参

加する目的の再確認と企業等へ行く場合の心構え、マナーについての研修を

内容とした。  
 

３ インターンシップ研修  
各実習生のインターンシップ研修予定に従い参加。なお、期間中は大学に

対してメールによる「日報」提出を義務付けて各実習生の活動について把握

し、何か問題が発生した場合に備えることとした。  
 

４ インターンシップ事後研修  
実習生全員に対して３時間の事後研修を実施した。インターンシップに参

加して感じたことのまとめ、他の実習生の感じたことの共有化と今後の学生

生活にどう生かしてしていくのかについて自分なりに考えることを内容とし

た。  
 

以上がこれまで実施している立教型インターンシップにおける内容である。  
今回の企画では上記内容に加えて、目的に沿った内容のキャリア・コンサル

タントを活用したプログラムを実施した。以下その内容である。  
 

５ プログラム（第１タームおよび第２ターム）  
 
①第１ターム（１グループ３～４名のグループワーク）  

自分の体験を通して「感じたこと」「気づいたこと」「学んだこと」を第

三者に伝えることの難しさを知るとともに、人それぞれに体験から感じる

こと、気づくことの違いを知るために、次のセッションを実施した。  
 
ⅰ）各参加者が持ち回りで、インターンシップやプロジェクトの体験で

よかったこと、疑問に思ったこと、気づいたこと等について発表す
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る。  
ⅱ）聞き手側から１人、発表者の話を聞いた上で代弁する。  
ⅲ）以上について実施したうえで、当事者は代弁者の話を聞いてどう思

ったかといった感想交換をする。  
ⅳ）ⅰ）～ⅲ）を参加者分繰り返す。  
ⅴ）上記セッションで気づいたことを各参加者がノートに記載し、自分

が「伝えたかったこと」は何か、でも「伝わったこと」は何であっ

たか、その違いはなぜ起きたのかについて考えることを実践する。 
 
以上のセッションによって、「話したこと」と「伝わったこと」の違いを

感じるということと、「伝えたかったこと」をきちんと理解してもらえるよ

うに表現することは難しいということを理解してもらった。  
 

②第２ターム（１グループ３～４名のグループワーク）  
今後の学生生活または就職活動に向けて自分の体験が応用できること、

また、その体験を表現する方法について知るために、次のセッションを実

施した。  
 
ⅰ）自分の体験を表現する。  
ⅱ）上記体験から他の可能性を探索する。  
ⅲ）上記探索した結果を言語として表現する。  
 
以上のセッションによって、体験から得たことは、それを活かすことを

考えると汎用性・応用性のあるものであること、また、体験から学んだこ

とを伝えるには、いろいろな表現の方法があることを理解してもらった。  
 

６ プログラム（第３ターム 個別カウンセリング）  
第３タームは、第１、２タームのグループワークを踏まえて、個人の体験

から個人を表現する方法について、各個人の状況に応じた方法で個別カウン

セリングを実施した。  
 
（２）実施結果  

 
ア．参加状況  

ａ）グループワークプログラム（第１タームおよび第２ターム）参加者  
各ターム５日間×２ターム  両ターム参加者 57 名  

ｂ）個別カウンセリングプログラム（第３ターム）参加者  
６日間  参加者 61 名  
原則としてすべてのタームへの参加を義務付けたが、グループワークプログ

ラムのうちの１回参加していれば、個別カウンセリングプログラムは参加可と
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した。  
 
イ．参加者の感想（添付資料２参照）  
ａ）グループワークプログラム（第１タームおよび第２ターム）参加者  

学生の評価は良好である。具体的なアドバイスを受けることができた、自分

の強みや価値観など自分では気づいていなかったものを気づかせてもらい視

野が広がった、自分に自信を持てた、と感じていることがその主な理由として

あげられる。  
主な感想としては、  

「自分の中で、気づいていたけれど、逃げていたことに改めてちゃんと向き合

おうと思いました。」  
「自分の言葉で話す、伝えることのむずかしさと私の話し方に欠けていること

に気付きました。」  
「他の人が考えていることも、知れたことがよかった。より多くの価値観を増

やし、視野を広げることができた。」  
「自分のキャパシティーが広く見れるということがびっくりでした。」  
「もっとたくさんの人の話を聞きたいと思いました。」  
「事前に準備しておけることがあれば教えて欲しかった。」  
「もう少しお互いがやり取りできる時間がもてればいいなと思います。またど

う改善すればいいか、今後取り組むべきことがうまくキャッチできる機会があ

ればいいと思います。」  
「具体的な改善点について指摘してもらえばと思います。」  
というものがあった。  

ｂ）個別カウンセリングプログラム（第３ターム）参加者  
学生の評価は良好である。その主な理由は、自分の相談事をしっかりと受け

止めてくれていると学生が感じていること、自分の強みや価値観など自分では

なかなか気付かないものを気付かせてくれ、視野が広がった、自分に自信を持

てたと感じることができたこと等があげられる。  
主な感想としては  

「個人的に聞いて欲しかったことや悩みを相談することができ、心がすっきり

した。また自分が何を感じているのか言葉にすることで新しい発見がたくさん

できたことで自分に自信を持って今後の学生生活が送れそうだと感じた。」  
「自分の視点、自分のやり方という原点にもどって考えることができて、楽に

なった。背伸びせず、今の自分に合う企業に出会えたらいいと思えるようにな

りました。」  
「自分自身のなかでの将来に対する迷いがいろいろな角度から質問してもら

い、自分で考えなおすことによって消えたように思います。このままの自分を

認めてもらえたことで、これから前向きに考えられると思います。」  
「３回では少し短いので全５回だともっとよかったと思った。２，３月に再度

自分を見直す機会があればいいと思った。」  
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というものがあった。  
その他個別カウンセリングは継続してほしいという声、もっと多くの学生が

参加できるようにしてほしいという意見も数多く見受けられ、特に個別カウン

セリングに対する評判の高さが伺えた。  
 
６．事例担当者の意見 

 
（１）企画担当者（スーパーバイザー）の所見  

本学の学生のみならず、いくつかの大学の学生と接した体験から、就職問題の根っ

子にある問題やキャリア形成の現状と課題を常々感じていたところ、機会を得て今回

のプログラムを提案した。  
教育現場の課題として、日本では、教育発達と個人のキャリア発達とを連動させた

教育が行われてこなかったため、学生が大学から社会へアクセスする進路の最終決断

時に、「大学を出た後の個人の人生」に対する曖昧さ故の不安感を増大させ、問題を先

送りする傾向が多く見られると言わざるを得ない。  
一方、学生の傾向として、就職活動や未知なる社会への不安と焦りから、疑問や感

情に目を向ける余裕がなくなり、自らの内面に対峙し振り返る作業が難しい状況にな

っている。このような状況から、４年間の大学生活において、教育発達とキャリア発

達の支援を年次進行で連動させる必要性を強く感じている。  
さらに、就職後における早期離職者の相談の数多くを通じて感じることは、学生と

同様、現在若者に起きていることは次のようなことなのだという実感を持っている。

それはつまり、自己理解の薄さと自己肯定力の弱さの双方がもたらす結果としての、

自身の志向を言語化・行動化することの難しさである。この解決の糸口のひとつが、

大学４年間で行う年次進行型キャリア形成支援であり、具体的なプログラムの一つと

して、今回のキャリア・コンサルタント導入事例が挙げられるだろう。学生が、ワー

クショップで交流しながら、キャリア・コンサルタントの有効な言葉掛けによって気

づきへのアプローチを支援されたことは大変効果があった。それは、キャリア・コン

サルタント各人のモチベーションと豊富な体験からプログラムを多彩応用的に広げて

くれたことによるものであることは、学生からの結果報告に現れている。  
社会でのキャリア・コンサルタントの活躍の場は広がっていくであろうが、大学で

の導入は、キャリア・コンサルタント自身が学生のキャリア支援をどう捉えていくか

という能動的な視点が、今後大学側から問われる大きな課題ではないだろうか。現象

への対処療法でない支援策と視野、大学側への問題提起の力を持つということで、キ

ャリア・コンサルタントの必要性が増大すると期待している。  
 
（２）事例担当者の所見  

今回の目標設定のひとつが、インターンシップや日常の体験を単なる体験に終わら

せることなく、自らのなかで深化し視野が広がることを期待し、さらに次の行動化へ

繋がるように成長を促進すること、そして肝心なことは、そのプロセスで個々人の特

性に合わせた言語化・行動化を試みることであった。昨年のキャリア・コンサルタン
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ト導入は主に４年生対象プログラムであったので、“就職できた”、というはっきりと

した効果を得ることができたが、今回のような、１・２年生や３年生のインターンシ

ップ体験後のキャリア・コンサルタント導入での効果測定は何をもって効果といえる

のかが、今後の課題となろう。今回は、効果を計る一方法として、学生に対してプロ

グラム後のアンンケートを行ったので参考としてほしい（添付資料２参照）。 

学生の感想に見られるように満足度は高い。第１ターム、第２タームでグループワ

ークを行い、他者を鏡として、同じ体験をしても、ものの見方が違うという気づきや

伝えることの難しさなどを実感し、気づいた自分の課題を第３タームの個別カウンセ

リングでより個別な自己理解へと深めていき、更に今後の行動化を促すという一連の

組み立てが効果をあげた。グループメンバーとコンサルタントを固定化したことが、

グループの中における個別の学生の気づきと葛藤、さらに課題をコンサルタントが追

うことができ、第３タームでは学生個人に密着した問題を扱うことが可能となり、１

回きりのカウンセリングではあったが、学生の主訴を把握し、気づきを促し行動化に

つなげるという点で、学生も満足できたものであったのだろう。グループワークやカ

ウンセリング単体でも効果があるが、グループワークと個別カウンセリングを組み合

わせることで、体験からキャリア形成のコアである自己理解促進に一層効果があるこ

とがわかった。さらに、事例を通じて浮き彫りとなった課題は以下の点にあると考え

ている。 

 

○大学とキャリア・コンサルタントとの連携 

この企画に限った事ではないが、大学へキャリア・コンサルタントを導入する際

の注意点として、大学とキャリア・コンサルタントの緊密な協力があってはじめて

効果的なものとなるとうことである。特に、企画を進めるキャリア・コンサルタン

トは、事前に、これまでキャリアセンターが進めている諸企画、発行物などについ

て多くの知識を学んでおく必要がある。また、グループワークや個別カウンセリン

グを進めながら、キャリアセンターと個別具体的な対応方法について常に協議・検

討していく必要があり、キャリアセンターと緊密に連携できるキャリア・コンサル

タントが継続して取り組む必要がある。 

 

○プログラム全体についてのスーパーバイザーの必要性 

上述の大学とキャリア・コンサルタントとの連携の一部とも考えられるが、今後

この企画を実際に大学で実施することになった場合には、「スーパーバイザー」の養

成が必要となる。このスーパーバイザーには、大学側の要求や学生の特質、各キャ

リア・コンサルタントの資質等を総合的に判断してプログラム全体の企画・運営が

でき、かつ大学側との、あるいはキャリア・コンサルタント同士の調整ができる能

力が必要となる。キャリア・コンサルタントの中で、誰か特定の者がその役割を負

ってもよいし、全く別に設定してもよい。条件としては、プログラム期間中常時そ

の進行を見守れることと管理能力があることである。 

今回は、本学にスーパーバイザーをできるキャリア・コンサルタントがいたため、

あえて外部にスーパーバイザーを設定せずに行ったが、本務があり、常時プログラ
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ムを見守ることが不可能だったため、結果としてこの点に関しては反省を要する。

スーパーバイザーはその役割を明確にして、大学側にも職員のコーディネーターを

置き、常に連絡を密にとって初めてプログラムが成り立つという確信を得た。 

繰り返しになるが、大学への導入には、キャリア・コンサルタントのスーパーバ

イザーの養成が急がれる。 

 

○大学側の問題、特に学生の参加数によるグループサイズに関する問題  

授業期間中のプログラムであり、学生の時間調整は１グループ３名程度が限界で

あろうと思われたため、第１、２タームのグループワークは１グループ３～４名で

構成した。しかし、当日の欠席者があって１グループが２名あるいは１名といった

グループワークとして成立しないグループが若干見られた。欠席者があらかじめ判

明していた場合には補欠からの繰上げの学生を参加させ、参加者に対しては無断欠

席することのないように繰り返し連絡していたが、やはり病気による欠席が見られ、

このような事態が生じてしまった。大学側としては、当日の無断欠席がないように

指導するのは当然であるが、欠席者が出ても影響を最小限にすることができるよう

基本参加人数を１グループあたり５名程度で設定し、キャリア・コンサルタントと

調整していく必要があろう。 
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談
な

ど
盛

り
だ

く
さ

ん
の

情
報

が
閲

覧
で

き
ま

す
。

｢
就

職
ﾅﾋ

ﾞ
ｹﾞ

ｰｼ
ｮ
ﾝ｣

は
設

定
を

す
れ

ば
、
自

宅
か

ら
で

も
Ｖ

ｷ
ｬ
ﾝﾊ

ﾟｽ
(立

教
大

学
ｲ
ﾝ
ﾄﾗ

ﾈ
ｯﾄ

)を
通

し
て

ア
ク

セ
ス

で
き

ま
す

の
で

、
学

生
の

就
職

活
動

を
W

EB
か

ら
も

徹
底

的
に

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

 

７
割

が
男

女
同

待
遇

で
ス

タ
ー

ト
。

拡
が

る
女

性
の

活
躍

フ
ィ

ー
ル

ド
 

女
子
学
生
の
就
職
支
援

 
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
女
子
学
生
向
け
に
特
別
の
セ
ミ
ナ
ー
を

 
開
設
し
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

 

2
0
04
年
度

女
子
コ
ー
ス
別

採
用
状
況

契
約

6
.9
%

そ
の
他

2
.6
%

総
合
職

3
.0
%

準
総
合
職

4
.4
%

一
般
職

2
1.
6
%

大
卒

男
女

同
待

遇

6
1.
5%

 

注
)自

営
・

就
職

先
不

明
者

除
く

 
・

準
総

合
職

 
転

勤
を

伴
わ

な
い

総
合

職
 

・
そ
の

他
の

内
訳

 
生

保
営

業
職

、
販

売
職

、
 

特
定
地

上
職
 

実
際

に
体

験
す

る
こ

と
が

成
長

の
鍵

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
企
業
勉
強
会

 
  立
教
大
学
独
自
に

｢イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
企
業
勉

強
会
｣
を
行
っ

て
い
ま

す
。
学
生

時
代
は

自
分
の

様
々

な
可

能
性

を
探

っ
て

い
く

大
切

な
時

期
で

す
。
単
に

学
生
を
送
り
出
す
の
で

は
な
く
、
事
前

ガ
イ
ダ
ン

ス
・
研
修
、
事
後
研
修

、
懇
談
会
な
ど

一
連
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
、
学

生
の
気
づ
き
を

促
し
ま
す
。

 
20

05
年
度
の
実
施
は
以
下
の
通
り
で
す
。

 
  〈
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
〉

 
主
に
夏
季

休
暇
期
間
を
利
用
し
２

週
間
の
実
習
を

行
う
。

 
※

20
05

年
度

実
績
 

 
80

社
・

5自
治
体
・

5非
営
利

団
体
 
 

 
計

22
0名

」
 

  〈
企
業
勉
強
会
〉

 
主
に
夏
季
・

秋
季
休

暇
期
間
の

1
日
。

見
学
と
人

事
・

卒
業
生
と
の

懇
談
が

中
心
。

 
※

20
05

年
度

実
績
 

13
社
 
計

18
0名

 

～
卒
業
生
が
学
び
集
う
空
間
～

 

｢
立
教
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
タ
ー
塾

｣
 

卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ

 
  ｢
立
教
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
タ

ー
塾
｣

(略
称

:立
教

RB
C)

は
、
｢立

教
キ
ャ
リ
ア
塾

｣を
母
体
に
、
若
手
卒
業
生
た
ち

の
勉
強
会
と
し
て

20
04

年
4月

よ
り
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
立
教
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
在
校
生
へ
の
就
職
支
援
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ

ー
と
ビ
ジ

ネ
ス
デ

ザ
イ
ン

研
究
科
の

後
援
の

元
、
若
手
卒

業
生
が
事
務
局
を
担
当
。
主
に

卒
業
生

20
～

30
代
を
対
象
と
し
、
各
勉
強
会
の

テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
講
師
を
招
き
、
予
約
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
毎
月

1
回
第

3土
曜
日

17
:3

0か
ら
田
町
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
行
い
ま
す
。
現
在
、
登
録
し
て
い
る
卒
業
生
は

30
0

名
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
卒
業
生
と
大
学
の
新
し
い
関

係
作
り
を
構
築
し
、
在
学
生
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

 

 
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
説
明
会

  

 
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
実
習
 

  

 
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
・
懇
談
会

  

就
職
活

動
準
備

期
 
➤

➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤

 
就
職
活
動
直

前
対
策

期
 
➤

➤
➤
➤
➤
➤
➤
 

就
職
活
動
ス
タ

ー
ト

 
➤

➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
➤
 
内内
々々
定定
・・
内内
定定

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
は
？

 
 グ
ル
ー
プ
構
成
員
同
士
の
働
き
か
け
。
相
互
作
用
を
利

用
し
て
、
構
成
員
の
思
考
、
態
度
、
行
動
、
感
情
に
変

化
を
起
さ
せ
る
こ
と
と
と
も
に
、
人
間
的
な
成
長
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
。

 

〈
４
年
次
秋
〉

 
 

 
最

後
の

最
後

ま
で

！
｢
個

人
相

談
｣

(進
路

･
就

職
) 

 
 

学
内

合
同

企
業

セ
ミ

ナ
ー

(複
数

回
) 

 
 

 
こ

れ
か

ら
の

就
職

活
動

対
策

ガ
イ

ダ
ン

ス
 

  

 
 

 
 

 
就

職
何

で
も

相
談

会
 

 
 

 
 

 

 
 

 
模

擬
面

接
＆

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
 

 
 

 

 
 

 
 

就
職

活
動

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

 
 

 
～

4年
生

に
よ

る
就

職
支

援
組

織
～

 

｢
立
教
キ
ャ
リ
ア
塾
｣－

ピ
ア
相
談

 
先
輩
か
ら
後
輩
へ

 
 立
教
キ
ャ
リ
ア
塾
は
、
４
年
生
約

10
0名

の
企
業

内
定
者
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

組
織
化
さ
れ
自

主
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
在
学

生
の
就
職
活
動

支
援
・
卒

業
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
目
的
と

し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
と
協
働
で
、

各
学
部
リ

ー
ダ
ー
を
中
心
に

｢組
織

｣と
し
て
活
動

し
て
い
ま

す
。
学
生
自
ら
が
後
輩

を
支
援
し
、
か

つ
卒
業
後

も
連
携
し
て
い
く
と
い

う
本
学
ら
し
い

流
れ
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

 

進
路
・
将
来
に
向
か
っ
て
具
体
的
に
準
備
し
、
行
動
す
る
時
期

 

資
料
１
 

－145－



  
 

ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
あ

ま
り

な
い

機
会

で
あ

り
、

見
過

ご
し

て
い

る
こ

と
も

多
い

た
め

、
今

後
の

た
め

に
も

有
意

義
だ

っ
た

 
○

柔
軟

で
吸

収
力

が
あ

る
○

論
理

的
思

考
を

好
む

○
感

情
、

情
動

に
目

を
向

け
る

こ
と

は
苦

手
か

も
し

れ
な

い
○

考
え

を
言

語
化

す
る

こ
と

が
得

意
○

自
分

に
つ

い
て

話
す

言
葉

が
明

確
に

な
っ

た
 

第 ２ 

○
自

分
の

良
い

点
が

見
つ

か
っ

た
○

普
段

は
振

り
返

る
機

会
が

な
い

の
で

、
良

い
機

会
に

な
っ

た
 

○
フ

ラ
ッ

ト
で

吸
収

力
が

あ
る

○
他

人
の

意
見

を
言

語
化

す
る

こ
と

が
上

手
い

○
表

情
が

若
干

控
え

め
な

の
で

、
も

う
少

し
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
し

た
い

○
静

穏
な

タ
イ

プ
だ

が
、

は
っ

き
り

と
し

た
意

見
は

あ
る

の
で

、
周

り
に

刺
激

さ
れ

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

が
目

立
っ

て
き

た
 

学
生

Ａ
 

１ 年 ・ 法 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
自

分
の

中
の

ト
ン

ネ
ル

か
ら

少
し

抜
け

出
せ

た
○

「
人

と
積

極
的

に
話

し
、

や
れ

る
こ

と
を

や
る

」
と

思
え

た
こ

と
が

自
分

の
変

わ
っ

た
点

で
あ

る
○

普
段

見
過

ご
し

て
い

る
反

省
点

を
振

り
返

る
こ

と
で

、
少

し
客

観
的

に
自

分
を

見
れ

た
○

言
葉

で
言

う
の

は
簡

単
だ

か
、

実
行

す
る

の
は

難
し

い
 

○
と

て
も

し
っ

か
り

し
た

“
枠

”
に

は
め

て
考

え
ら

れ
る

の
で

、
安

心
な

反
面

、
堅

い
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

○
自

由
な

発
想

と
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
意

欲
が

あ
り

、
心

配
は

い
ら

な
い

 

第 １ 

○
自

分
が

ぼ
ん

や
り

と
考

え
て

い
た

こ
と

を
改

め
て

整
理

で
き

、
発

表
の

機
会

を
与

え
ら

れ
た

の
が

良
か

っ
た

○
自

分
が

普
段

抱
え

て
い

る
本

当
の

気
持

ち
や

不
安

感
を

少
し

打
ち

明
け

ら
れ

た
の

が
良

か
っ

た
 

○
人

間
関

係
を

斜
に

構
え

て
見

た
り

、
抱

え
た

り
す

る
よ

う
な

と
こ

ろ
が

あ
り

、
一

体
彼

の
ど

の
よ

う
な

意
識

や
経

験
が

そ
う

さ
せ

る
の

か
非

常
に

気
に

な
る

の
で

今
後

の
タ

ー
ム

で
見

極
め

て
い

き
た

い
○

他
人

の
意

識
へ

の
興

味
、

そ
の

中
で

自
分

の
考

え
の

す
り

合
わ

せ
を

楽
し

み
始

め
て

き
た

○
少

し
集

中
力

に
ム

ラ
が

あ
る

○
良

い
ム

ー
ド

の
維

持
を

心
が

け
た

い
 

第 ２ 

○
毎

プ
ロ

グ
ラ

ム
ご

と
に

自
分

が
ぼ

ん
や

り
考

え
て

い
る

こ
と

が
は

っ
き

り
す

る
○

自
分

の
性

格
や

友
達

に
つ

い
て

少
し

見
え

て
く

る
も

の
が

あ
る

 
○

前
回

よ
り

落
ち

着
い

て
、

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
楽

し
も

う
と

い
う

気
持

ち
が

見
ら

れ
た

○
そ

れ
ぞ

れ
の

体
験

や
エ

ピ
ソ

ー
ド

を
冷

静
に

見
つ

め
、

背
景

や
状

況
、

気
持

ち
を

理
解

し
た

い
と

い
う

姿
勢

が
強

ま
っ

た
○

「
色

々
な

話
を

し
た

い
」

と
の

こ
と

、
長

く
な

り
そ

う
だ

が
お

そ
ら

く
色

々
な

気
づ

き
が

あ
る

だ
ろ

う
 

学
生

Ｂ
 

１ 年 ・ 法 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
他

人
を

観
察

し
、

分
析

し
よ

う
と

す
る

と
、

好
奇

心
に

よ
り

目
が

活
き

活
き

し
て

く
る

○
こ

れ
か

ら
は

人
と

会
話

す
る

時
は

相
手

が
ど

ん
な

人
間

か
分

析
し

な
が

ら
会

話
す

る
よ

う
に

し
た

い
○

人
の

話
を

良
く

聞
く

 

○
自

分
自

身
の

内
面

に
目

を
向

け
す

ぎ
で

、
自

分
が

が
ん

じ
が

ら
め

に
な

っ
て

悩
ん

で
い

る
と

感
じ

る
○

第
一

印
象

か
ら

色
々

な
も

の
を

楽
し

め
る

感
覚

を
持

っ
て

い
た

が
、

そ
れ

が
上

手
く

発
揮

さ
れ

て
い

な
い

も
ど

か
し

さ
を

感
じ

る
○

自
分

よ
り

も
他

人
に

興
味

を
強

く
持

つ
こ

と
で

、
が

ん
じ

が
ら

め
を

解
き

、
本

人
が

望
ん

で
い

る
深

い
人

間
関

係
を

築
く

き
っ

か
け

を
掴

も
う

と
い

う
こ

と
に

気
づ

き
意

欲
を

持
っ

て
き

た
○

今
後

の
学

生
生

活
の

中
で

、
多

く
の

友
人

を
作

り
、

楽
し

く
刺

激
的

な
日

々
を

送
っ

て
欲

し
い

 

第 １ 

○
自

分
が

悩
ん

で
い

た
積

極
性

等
の

点
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

に
恵

ま
れ

た
○

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

も
ら

っ
た

○
感

情
で

思
考

し
て

い
た

こ
と

を
体

系
的

に
考

え
る

方
法

を
見

出
せ

た
こ

と
が

良
か

っ
た

○
少

人
数

で
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

立
て

て
、

深
い

話
が

で
き

た
こ

と
が

良
か

っ
た

 

○
素

直
で

人
間

力
を

感
じ

る
○

反
応

が
良

く
、

思
考

力
も

高
い

○
自

分
の

意
見

を
持

っ
て

い
る

○
基

礎
的

な
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

高
い

○
社

交
性

・
行

動
力

へ
の

課
題

を
掴

み
、

深
め

た
様

子
 

第 ２ 

○
自

分
の

失
敗

点
（

相
手

に
自

分
の

考
え

を
上

手
く

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

）
を

冷
静

に
、

客
観

的
に

考
え

ら
れ

た
○

皆
か

ら
パ

ワ
ー

を
も

ら
え

た
 

○
人

に
対

し
て

率
直

に
言

葉
を

出
す

こ
と

が
出

来
る

○
評

価
的

視
点

で
見

る
傾

向
が

あ
る

○
自

発
的

に
行

動
す

る
こ

と
に

意
味

を
感

じ
て

い
る

○
他

の
人

の
意

見
を

聞
い

て
、

色
々

と
気

づ
き

が
あ

っ
た

様
子

○
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
や

発
想

の
気

づ
き

を
メ

モ
し

て
い

た
 

学
生

Ｃ
 

２ 年 ・ 経 済 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
面

倒
く

さ
い

こ
と

で
も

、
取

り
あ

え
ず

一
歩

踏
み

と
ど

ま
っ

て
、

や
っ

て
み

よ
う

と
い

う
気

に
な

っ
て

き
た

○
感

情
的

に
Ｎ

Ｏ
と

い
う

こ
と

は
避

け
よ

う
と

思
う

○
こ

れ
か

ら
は

、
継

続
力

、
興

味
、

行
動

に
意

識
し

て
い

き
た

い
 

○
自

分
で

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

面
を

持
っ

て
い

る
こ

と
を

良
く

理
解

し
て

お
り

、
時

に
そ

れ
が

マ
イ

ナ
ス

に
働

く
と

感
じ

て
い

る
よ

う
で

あ
る

○
他

人
の

目
が

気
に

な
っ

て
、

良
く

見
せ

よ
う

と
し

て
い

た
よ

う
だ

が
、

そ
ん

な
こ

と
は

必
要

な
い

と
気

づ
い

た
こ

と
は

良
か

っ
た

よ
う

だ
 

資
料

２
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ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
長

期
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
行

っ
た

人
と

短
期

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

行
っ

た
人

が
感

じ
た

こ
と

、
気

付
い

た
こ

と
に

そ
れ

ほ
ど

差
が

な
い

と
感

じ
た

○
自

分
の

話
す

内
容

、
動

作
を

客
観

的
に

見
て

指
摘

さ
れ

た
の

が
良

か
っ

た
○

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

不
足

を
実

感
で

き
た

○
少

人
数

で
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

良
か

っ
た

 

○
シ

ャ
イ

で
あ

る
○

メ
リ

ハ
リ

の
あ

る
し

ゃ
べ

り
方

が
必

要
○

考
え

を
ま

と
め

て
、

元
気

の
あ

る
し

ゃ
べ

り
方

を
す

る
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
 

第 ２ 

○
自

分
の

経
験

か
ら

得
た

こ
と

を
話

す
機

会
が

あ
り

、
自

分
の

経
験

の
な

さ
を

実
感

し
た

○
自

分
の

視
点

と
他

人
の

視
点

の
違

い
は

未
知

の
部

分
を

認
識

さ
せ

て
く

れ
る

と
思

い
、

色
々

な
人

と
話

す
こ

と
が

大
事

で
あ

る
と

思
っ

た
 

○
辛

抱
強

い
点

が
あ

る
○

少
し

積
極

的
に

発
言

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
○

自
分

の
考

え
方

や
、

世
の

中
の

出
来

事
に

つ
い

て
整

理
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

良
い

と
思

う
 

学
生

Ｄ
 

２ 年 ・ 法 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
今

の
自

分
の

ペ
ー

ス
と

し
て

、
次

に
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

す
る

に
は

目
標

を
た

て
、

や
り

遂
げ

る
達

成
感

を
得

る
と

い
う

経
験

が
必

要
で

あ
る

と
感

じ
た

 

○
今

後
の

大
き

な
方

針
は

確
立

し
て

い
る

○
福

祉
関

係
の

仕
事

を
希

望
し

て
い

る
○

今
後

の
活

動
が

よ
り

現
実

的
・

具
体

的
に

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

期
待

し
て

い
る

○
恵

ま
れ

た
環

境
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

た
自

分
の

職
業

観
の

確
立

 

第 １ 

○
気

づ
い

て
は

い
た

が
、

逃
げ

て
い

た
こ

と
に

改
め

て
き

ち
ん

と
向

き
合

お
う

と
思

っ
た

○
相

手
に

自
分

の
言

い
た

い
こ

と
を

的
を

絞
っ

て
伝

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
た

い
 

○
小

さ
な

会
社

で
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

で
は

、
何

で
も

や
ら

ね
ば

な
ら

な
い

点
、

お
金

の
流

れ
も

わ
か

り
面

白
い

と
い

う
感

想
だ

が
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

先
の

社
員

か
ら

大
企

業
を

進
め

ら
れ

大
企

業
へ

の
就

職
を

希
望

し
て

い
る

○
自

分
の

経
験

を
人

に
伝

え
る

場
面

で
の

反
省

点
と

し
て

、
話

が
ま

と
ま

っ
て

い
な

い
、

ど
こ

が
ポ

イ
ン

ト
が

わ
か

ら
な

い
と

い
う

点
を

あ
げ

て
い

る
○

な
ぜ

ポ
イ

ン
ト

が
絞

れ
な

い
の

か
と

い
え

ば
、

イ
ン

タ
ー

ン
を

ダ
ラ

ダ
ラ

し
て

い
た

か
ら

だ
と

気
づ

く
○

自
分

の
言

動
を

人
が

表
現

す
る

こ
と

を
客

観
視

し
て

、
自

分
の

足
り

な
い

部
分

を
理

解
し

て
い

る
 

第 ２ 

○
自

分
が

ど
う

い
う

人
間

な
の

か
、

ど
こ

を
強

味
と

し
て

押
し

出
す

か
具

体
的

に
な

っ
て

き
た

。
○

強
味

と
弱

味
は

表
裏

一
体

な
の

で
、

そ
れ

を
う

ま
く

使
っ

て
自

己
Ｐ

Ｒ
し

た
い

と
思

う
 

○
大

企
業

が
い

い
と

思
う

が
迷

っ
て

い
る

→
少

し
変

化
○

自
分

は
チ

ー
ム

プ
レ

ー
、

ま
と

め
る

の
が

好
き

と
気

づ
い

た
→

少
し

変
化

○
ベ

ン
チ

ャ
ー

会
社

も
い

い
と

思
っ

て
い

る
が

、
ナ

ア
ナ

ア
の

学
生

の
ノ

リ
は

厭
○

会
社

の
形

態
、

規
模

ば
か

り
に

目
が

い
っ

て
い

る
が

、
大

企
業

で
な

く
て

も
い

い
の

で
は

と
い

う
こ

と
ろ

ま
で

き
た

 

学
生

Ｅ
 

３ 年 ・ 経 済 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
今

ま
で

曖
昧

に
な

っ
て

い
た

自
己

分
析

が
、

講
師

の
ア

ド
バ

イ
ス

に
よ

り
明

確
に

な
っ

た
○

業
界

や
企

業
研

究
も

、
あ

ま
り

絞
ら

ず
に

や
っ

て
い

こ
う

と
思

う
○

選
択

肢
が

増
え

て
し

ま
っ

た
が

じ
っ

く
り

考
え

た
い

 

○
答

え
を

急
ぐ

の
で

は
な

く
、
自

分
ら

し
く

探
せ

れ
ば

よ
い

と
の

こ
と

○
上

昇
志

向
が

強
い

、
努

力
家

、
結

婚
に

左
右

さ
れ

ず
一

生
働

く
○

大
企

業
か

そ
れ

以
外

か
で

悩
ん

で
い

た
が

、
経

済
・

Ｉ
Ｔ

関
係

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

が
出

て
き

た
○

ま
だ

迷
っ

て
い

て
良

い
の

か
と

聞
い

て
き

た
が

、
じ

っ
く

り
考

え
迷

っ
て

い
て

も
い

い
の

だ
と

解
決

し
て

い
た

 

第 １ 

○
職

種
の

決
め

方
に

は
多

く
の

方
法

が
あ

る
こ

と
を

知
れ

て
良

か
っ

た
○

自
己

分
析

を
も

っ
と

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

感
じ

た
 

○
社

会
経

験
、

気
配

り
が

必
要

・
・

等
、

抽
象

的
な

言
葉

が
並

び
、

会
話

の
う

ち
に

自
己

理
解

が
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

判
明

し
、

自
分

が
分

ら
な

い
か

ら
ど

う
し

て
よ

い
か

行
動

が
と

れ
な

い
パ

タ
ー

ン
○

辛
い

状
態

で
ど

う
し

て
よ

い
か

分
ら

な
い

と
の

こ
と

、
ど

こ
か

ら
手

を
つ

け
て

よ
い

の
か

と
い

う
質

問
が

あ
っ

た
の

で
、

今
、

足
踏

み
し

て
も

無
駄

で
は

な
い

の
で

無
理

に
行

動
し

な
く

て
も

良
い

と
い

う
ア

ド
バ

イ
ス

を
与

え
た

と
こ

ろ
ホ

ッ
と

し
た

表
情

を
見

せ
た

 

第 ２ 

○
自

分
が

持
っ

て
い

る
長

所
（

メ
ン

タ
ル

・
ス

キ
ル

力
な

ど
）

を
考

え
た

時
、

ま
だ

ま
だ

自
己

分
析

が
必

要
で

あ
る

と
気

づ
か

さ
れ

た
点

が
良

か
っ

た
 

○
自

己
分

析
が

ま
だ

ま
だ

と
理

解
し

た
○

本
屋

へ
出

向
き

、
金

融
の

本
な

ど
を

読
む

が
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
あ

が
ら

な
い

○
子

供
が

好
き

だ
と

わ
か

っ
た

○
子

供
業

界
へ

行
き

た
い

、
自

分
の

場
を

開
い

て
い

き
た

い
○

自
分

の
知

ら
な

い
自

分
探

し
(メ

ン
タ

ー
、

モ
デ

ラ
ー

、
サ

ポ
ー

タ
ー

)を
探

す
 

学
生

Ｆ
 

３ 年 ・ 法 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
ま

だ
自

分
が

何
を

や
り

た
い

か
決

ま
っ

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
は

、
逆

に
職

種
選

択
の

幅
、

可
能

性
が

広
が

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
を

知
っ

て
良

か
っ

た
 

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

行
っ

た
メ

リ
ッ

ト
な

し
、
自

分
が

ど
う

し
て

い
い

か
わ

か
ら

な
い

、
自

分
か

ら
一

歩
が

進
め

な
い

実
直

で
、

陰
日

な
た

な
く

働
く

正
直

な
学

生
○

人
と

接
す

る
、

子
供

、
サ

ッ
カ

ー
、

教
育

が
キ

ー
ワ

ー
ド

○
バ

イ
ト

も
ゼ

ミ
も

し
て

い
な

い
自

分
を

ど
う

ア
ピ

ー
ル

し
た

ら
よ

い
か

で
悩

み
、

ど
ん

な
仕

事
か

も
決

め
ら

れ
な

い
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ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
自

分
の

言
葉

で
話

す
、

伝
え

る
こ

と
の

難
し

さ
と

私
の

話
し

方
に

欠
け

て
い

る
こ

と
に

気
付

い
た

○
結

論
に

至
っ

た
根

拠
や

過
程

を
大

切
に

つ
た

え
て

い
き

た
い

 

○
真

面
目

で
前

向
き

な
発

想
の

で
き

る
様

子
が

伺
え

た
○

相
手

の
話

す
こ

と
を

的
確

に
理

解
で

き
る

○
高

い
受

容
力

、
理

解
力

を
持

っ
て

い
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

た
○

サ
ー

ク
ル

活
動

に
熱

心
な

様
子

で
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

経
験

と
サ

ー
ク

ル
活

動
を

繋
げ

て
発

想
で

き
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

し
た

い
 

第 ２ 

○
過

去
の

経
験

を
振

り
返

れ
て

良
か

っ
た

○
こ

れ
ま

で
何

を
や

っ
て

き
て

、
ど

う
感

じ
た

の
か

が
整

理
で

き
た

 
○

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

聞
い

て
い

る
う

ち
に

、
本

人
の

強
み

が
明

ら
か

に
な

り
つ

つ
あ

る
○

自
信

が
も

て
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

し
た

い
○

今
回

、
１

対
１

で
経

験
の

洗
い

出
し

が
で

き
た

の
で

、
次

回
は

自
己

P
R
や

志
望

動
機

へ
の

応
用

（
結

び
つ

け
）

を
し

た
い

と
思

う
 

学
生

Ｇ
 

３ 年 ・ 文 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
自

己
Ｐ

Ｒ
、

頑
張

っ
て

き
た

こ
と

で
ど

ん
な

こ
と

を
話

そ
う

か
目

処
が

つ
い

て
き

た
が

、
時

間
が

足
り

な
か

っ
た

○
自

分
が

企
業

を
選

ぶ
と

き
、

ど
の

よ
う

な
点

を
大

事
に

し
て

い
る

の
か

が
は

っ
き

り
し

て
き

た
 

○
こ

れ
ま

で
の

２
回

に
比

べ
、

不
安

を
感

じ
て

い
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

た
○

イ
ン

タ
ー

ン
の

経
験

を
語

る
な

ど
、

答
え

の
あ

る
こ

と
に

取
り

組
む

こ
と

は
き

ち
ん

と
対

応
で

き
る

が
、

何
も

な
い

と
こ

ろ
か

ら
の

思
考

、
特

に
自

分
に

つ
い

て
見

つ
め

て
言

葉
に

す
る

こ
と

に
戸

惑
い

や
不

安
が

あ
る

よ
う

だ
っ

た
○

あ
り

の
ま

ま
の

自
分

を
受

け
止

め
る

と
い

う
自

信
を

持
っ

て
欲

し
い

○
自

分
を

表
現

し
て

い
く

切
り

口
や

方
向

性
が

明
ら

か
に

な
り

つ
つ

あ
る

よ
う

に
見

え
た

○
就

活
で

何
を

す
る

の
か

と
い

う
こ

と
が

明
ら

か
に

で
き

れ
ば

、
後

は
計

画
的

に
行

動
で

き
る

と
思

わ
れ

る
○

勇
気

を
持

っ
て

行
動

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

 

第 １ 

○
他

人
の

意
見

、
経

験
を

深
く

聞
け

た
こ

と
が

良
か

っ
た

○
特

に
実

生
活

に
基

づ
い

た
「

保
険

会
社

」
は

未
知

の
世

界
だ

っ
た

の
で

興
味

深
か

っ
た

○
自

分
の

言
葉

の
世

界
に

沈
み

が
ち

な
の

を
改

め
て

再
認

識
し

た
○

今
後

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

な
ど

に
気

を
つ

け
て

い
か

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
思

っ
た

 

○
自

分
の

世
界

が
は

っ
き

り
し

て
い

て
、

考
え

方
や

発
言

も
し

っ
か

り
し

て
い

る
○

イ
ン

タ
ー

ン
の

経
験

が
本

人
に

変
化

を
も

た
ら

し
た

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

っ
た

○
や

や
物

事
の

解
釈

が
偏

り
が

ち
な

傾
向

が
あ

る
よ

う
で

あ
る

○
他

の
参

加
者

と
と

て
も

う
ち

と
け

て
い

た
○

サ
ー

ク
ル

で
の

経
験

を
ど

の
よ

う
に

就
活

に
生

か
し

て
い

く
か

、
と

い
う

課
題

を
本

人
が

持
っ

て
い

る
よ

う
な

の
で

次
回

扱
い

た
い

 

第 ２ 

○
前

回
の

経
験

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
な

が
ら

、
人

の
経

験
を

聞
け

た
こ

と
が

良
か

っ
た

○
参

加
者

の
経

験
と

自
分

の
経

験
を

繋
ぎ

合
わ

せ
る

こ
と

も
で

き
、

良
い

機
会

だ
っ

た
 

○
話

し
始

め
る

と
、

周
り

の
状

況
に

関
係

な
く

、
と

り
と

め
も

な
く

話
し

出
し

て
し

ま
う

傾
向

が
あ

る
の

で
、

面
接

対
策

が
必

要
か

も
し

れ
な

い
○

経
験

の
棚

卸
し

の
宿

題
を

出
し

た
 

学
生

Ｈ
 

３ 年 ・ 文 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
自

分
の

見
え

て
い

な
い

部
分

を
引

っ
張

り
出

し
て

も
ら

え
た

気
が

す
る

○
自

信
を

つ
け

さ
せ

て
も

ら
え

た
○

軽
い

気
持

ち
で

今
ま

で
の

自
分

を
振

り
返

っ
た

の
で

、
自

己
分

析
が

硬
く

な
ら

ず
に

良
か

っ
た

 

○
自

己
分

析
の

課
題

を
出

し
た

際
、

短
時

間
で

驚
く

ほ
ど

の
経

験
を

棚
卸

し
し

て
き

た
と

こ
ろ

が
素

晴
ら

し
い

○
ま

だ
ま

だ
で

き
て

い
な

い
、

、
、

と
い

う
思

考
や

発
言

が
多

く
、

自
信

を
持

っ
て

自
分

を
受

け
止

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

大
切

だ
と

感
じ

る
○

自
分

の
良

さ
に

つ
い

て
ポ

イ
ン

ト
を

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
た

の
で

は
な

い
か

○
人

見
知

り
傾

向
が

あ
る

た
め

、
面

接
で

自
分

の
良

さ
が

伝
え

き
れ

な
い

可
能

性
が

あ
る

○
面

接
の

模
擬

練
習

を
重

ね
る

と
良

い
と

思
う

 

第 １ 

○
「

人
に

伝
え

る
」

と
い

う
こ

と
の

練
習

が
で

き
た

○
自

分
は

順
序

立
て

て
話

を
し

て
い

る
つ

も
り

で
も

、
そ

う
で

な
か

っ
た

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
○

変
わ

っ
た

の
か

は
わ

か
ら

な
い

が
、

「
主

語
と

述
語

を
は

っ
き

り
さ

せ
よ

う
」

な
ど

具
体

的
な

意
識

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
 

○
明

朗
・

活
発

な
印

象
○

頭
の

回
転

も
良

い
○

考
え

方
・

見
方

が
深

ま
れ

ば
更

に
良

く
な

る
だ

ろ
う

 

第 ２ 

○
自

分
の

｢
売

り
｣
を

考
え

る
過

程
に

お
い

て
、

色
々

な
局

面
に

対
応

で
き

る
能

力
（

対
応

力
）

が
売

り
と

な
る

の
だ

と
わ

か
っ

て
良

か
っ

た
○

｢
何

を
大

切
に

し
て

い
き

た
い

の
か

を
見

つ
け

る
｣
と

い
う

課
題

を
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

た
 

○
ア

ル
バ

イ
ト

・
サ

ー
ク

ル
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
等

、
学

生
生

活
を

フ
ル

に
活

動
し

て
い

る
○

質
問

も
出

て
積

極
的

に
参

加
し

て
い

る
○

自
分

の
軸

が
形

成
で

き
る

き
っ

か
け

に
な

れ
ば

良
い

と
思

う
 

学
生

Ｉ
 

３ 年 ・ 法 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
「

仕
事

を
す

る
の

が
好

き
」

と
い

う
こ

と
は

わ
か

っ
て

い
た

事
だ

が
、

「
な

ぜ
好

き
か

」
、

「
仕

事
に

何
を

求
め

る
の

か
」

は
考

え
た

こ
と

が
な

か
っ

た
○

自
分

自
身

の
努

力
す

べ
き

点
も

見
え

て
き

た
の

で
、

「
何

を
す

る
こ

と
が

好
き

な
の

か
」

を
考

え
て

い
き

た
い

 

○
自

分
の

考
え

を
素

直
に

表
現

で
き

る
学

生
と

い
う

印
象

で
あ

る
が

、
こ

れ
は

親
の

転
勤

や
帰

国
子

女
と

い
う

こ
と

に
起

因
し

て
い

る
の

か
も

し
れ

な
い

○
自

分
の

志
望

先
を

考
え

る
上

で
の

ヒ
ン

ト
を

つ
か

ん
で

く
れ

た
と

思
う

○
よ

り
良

い
選

択
の

可
能

性
が

得
ら

れ
る

よ
う

な
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
チ

ャ
ン

ス
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ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
自

分
の

表
現

力
の

足
り

な
さ

を
感

じ
た

○
自

分
で

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を
誰

か
に

伝
え

る
時

は
、

自
分

の
中

か
ら

取
り

出
し

て
改

め
て

整
理

し
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
思

っ
た

 

○
聡

明
で

理
解

力
に

富
ん

で
い

る
○

シ
ン

プ
ル

に
整

理
す

る
傾

向
が

あ
る

の
で

、
エ

ピ
ソ

ー
ド

等
を

意
識

す
る

こ
と

で
よ

り
良

く
な

る
と

思
う

○
最

初
か

ら
積

極
的

で
、

終
了

ま
で

持
続

し
て

い
た

○
具

体
的

な
話

を
取

り
入

れ
る

効
果

は
本

人
に

と
っ

て
高

い
と

思
う

 

第 ２ 

○
伝

え
る

こ
と

の
難

し
さ

を
実

感
で

き
た

こ
と

が
良

か
っ

た
○

こ
れ

か
ら

何
を

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

、
ど

の
よ

う
に

や
る

か
が

明
確

に
な

っ
て

き
た

 

○
吸

収
力

が
非

常
に

高
い

の
で

、
短

時
間

で
も

伝
え

た
以

上
の

効
果

が
で

る
○

次
回

の
個

別
面

談
で

も
う

少
し

表
現

に
つ

い
て

伝
え

よ
う

と
思

う
 

学
生

Ｊ
 

３ 年 ・ 経 済 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
選

択
の

幅
が

広
が

っ
た

と
思

う
○

就
職

活
動

だ
け

で
な

く
自

分
の

将
来

像
に

対
す

る
幅

も
広

が
っ

た
と

思
う

○
自

分
だ

け
で

な
く

、
多

く
の

人
の

価
値

観
や

言
葉

に
触

れ
た

こ
と

で
多

く
の

モ
ノ

が
得

ら
れ

た
 

○
ビ

ジ
ョ

ン
が

は
っ

き
り

し
て

い
て

、
自

分
の

こ
と

も
良

く
わ

か
っ

て
き

て
い

る
と

思
う

○
将

来
的

な
働

き
方

の
情

報
が

少
な

く
迷

い
が

あ
っ

た
の

で
、

色
々

な
働

き
方

が
あ

っ
て

も
良

い
こ

と
を

話
し

本
人

も
安

心
し

た
よ

う
で

あ
る

○
で

き
る

だ
け

た
く

さ
ん

の
Ｏ

Ｂ
・

Ｏ
Ｇ

を
訪

問
す

る
こ

と
を

薦
め

た
 

第 １ 

○
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
参

加
し

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

難
し

さ
に

気
付

い
た

○
伝

え
た

い
こ

と
が

、
表

現
力

や
語

彙
の

少
な

さ
の

た
め

に
伝

え
切

れ
な

か
っ

た
り

、
相

手
が

言
い

た
い

ポ
イ

ン
ト

を
掴

み
切

れ
な

か
っ

た
り

し
た

○
伝

え
た

い
ポ

イ
ン

ト
に

気
を

つ
け

て
、

普
段

の
生

活
に

も
生

か
し

て
い

き
た

い
 

○
他

の
学

生
に

比
べ

、
自

分
を

過
小

評
価

し
て

い
る

印
象

を
受

け
た

○
自

信
を

つ
け

る
よ

う
な

方
向

に
持

っ
て

い
き

た
い

○
開

始
後

は
他

の
参

加
者

に
圧

倒
さ

れ
た

よ
う

で
大

人
し

か
っ

た
○

方
向

性
を

模
索

し
て

い
る

状
況

に
見

え
る

の
で

、
ど

れ
だ

け
具

体
的

に
広

げ
ら

れ
る

か
掴

め
る

よ
う

に
進

め
た

い
 

第 ２ 

○
自

分
の

こ
と

に
つ

い
て

違
う

視
点

か
ら

見
る

こ
と

が
で

き
た

○
自

分
の

長
所

だ
と

思
っ

て
い

る
所

が
、

他
人

か
ら

見
て

も
同

じ
だ

と
思

っ
て

く
れ

て
い

た
の

で
、

自
信

が
少

し
持

て
た

 

○
自

己
評

価
が

低
い

の
で

、
他

者
評

価
に

よ
っ

て
自

信
を

回
復

し
た

○
最

初
は

少
し

緊
張

し
て

い
た

が
、

時
間

が
経

つ
に

つ
れ

て
自

己
主

張
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

○
自

己
分

析
を

も
う

少
し

深
め

る
よ

う
な

話
を

し
た

上
で

方
向

性
が

少
し

見
え

る
よ

う
な

計
画

が
立

て
ら

れ
れ

ば
と

思
う

 

学
生

Ｋ
 

３ 年 ・ 法 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

と
話

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

自
分

に
つ

い
て

の
こ

と
や

職
業

観
を

新
た

に
発

見
す

る
こ

と
が

で
き

た
○

相
談

に
の

っ
て

も
ら

い
大

変
助

か
っ

た
○

自
分

に
自

信
が

持
て

る
気

が
す

る
○

こ
れ

か
ら

の
計

画
も

明
確

に
な

っ
た

 

○
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

時
よ

り
一

人
の

時
の

方
が

は
っ

き
り

し
て

い
る

印
象

○
周

囲
の

個
性

が
強

い
と

引
け

目
を

感
じ

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
相

対
評

価
で

は
な

く
絶

対
評

価
で

あ
り

自
分

の
個

性
に

自
信

を
持

つ
よ

う
話

し
た

○
総

合
職

＝
営

業
の

イ
メ

ー
ジ

が
強

く
、

希
望

と
の

ギ
ャ

ッ
プ

に
悩

ん
で

い
た

の
で

、
も

う
少

し
生

の
情

報
に

触
れ

る
こ

と
で

改
善

さ
れ

る
可

能
性

を
話

し
、

安
心

し
た

様
子

だ
っ

た
○

吸
収

力
は

高
い

が
、

面
接

訓
練

、
特

に
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

練
習

は
必

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
 

第 １ 

○
自

分
が

相
手

に
伝

え
た

い
内

容
と

、
相

手
に

理
解

さ
れ

て
い

る
内

容
の

ギ
ャ

ッ
プ

に
気

付
い

た
○

話
し

方
の

大
切

さ
を

実
感

し
た

 
○

自
分

に
自

信
が

あ
る

○
う

な
ず

き
な

が
ら

反
応

し
て

く
れ

た
の

で
、

気
付

き
の

あ
る

ポ
イ

ン
ト

が
理

解
で

き
た

○
気

付
き

が
多

い
○

自
分

の
言

い
た

い
こ

と
を

簡
潔

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

良
い

の
で

は
な

い
か

 

第 ２ 

○
今

回
は

あ
ま

り
参

加
し

て
良

か
っ

た
点

、
変

わ
っ

た
と

思
う

点
は

な
い

○
イ

ン
タ

ー
ン

が
ど

う
役

立
つ

の
か

ア
ド

バ
イ

ス
が

欲
し

い
 

○
自

分
で

経
験

を
表

現
に

つ
な

げ
る

視
点

を
持

つ
こ

と
を

促
し

た
い

 

学
生

Ｌ
 

３ 年 ・ 経 済 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
素

直
に

自
分

を
振

り
返

る
こ

と
が

出
来

た
点

が
良

か
っ

た
○

見
落

と
し

て
い

た
と

こ
ろ

に
気

づ
い

た
 

○
客

観
性

を
重

視
さ

れ
て

い
る

よ
う

で
、

感
情

表
現

が
乏

し
く

な
り

が
ち

で
、

そ
の

分
「

深
さ

」
が

伝
わ

り
に

く
い

と
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
○

個
人

で
か

な
り

活
動

し
て

い
る

の
で

情
報

収
集

や
考

え
方

が
ま

と
ま

っ
て

き
て

い
る

○
重

要
な

キ
ー

ワ
ー

ド
が

た
く

さ
ん

出
て

く
る

○
失

敗
か

ら
学

ん
だ

こ
と

を
克

服
す

る
行

動
が

見
ら

れ
る

が
、

自
分

で
気

づ
い

て
い

な
い

点
も

多
く

行
動

を
丁

寧
に

振
り

返
る

こ
と

が
必

要
と

感
じ

る
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ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
他

の
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
経

験
を

聞
く

こ
と

が
で

き
た

の
が

良
か

っ
た

○
自

分
の

言
い

た
い

こ
と

を
他

者
に

正
確

に
伝

え
る

こ
と

の
難

し
さ

、
そ

の
逆

の
難

し
さ

を
体

験
で

き
た

○
急

に
は

変
わ

れ
な

い
が

、
き

っ
か

け
に

な
れ

ば
良

い
と

思
う

 

○
理

解
力

が
高

い
○

反
応

が
早

い
○

自
分

が
伝

え
た

い
内

容
を

具
体

的
に

で
き

れ
ば

良
い

 

第 ２ 

○
具

体
的

な
経

験
を

一
般

化
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

イ
ン

タ
ー

ン
の

経
験

を
話

す
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

こ
と

が
わ

か
っ

た
 

○
自

分
を

表
現

す
る

時
の

単
語

が
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

に
な

り
や

す
い

○
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
表

現
と

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

表
現

を
理

解
し

、
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
表

現
を

心
が

け
る

よ
う

促
し

た
い

 

学
生

Ｍ
 

３ 年 ・ 法 学 部 ・ 男 

第 ３ 

○
人

に
自

分
が

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

考
え

て
、

ど
の

よ
う

な
仕

事
が

し
た

い
の

か
を

引
き

出
し

て
も

ら
い

、
わ

か
っ

た
点

が
多

か
っ

た
○

自
己

分
析

が
で

き
た

○
面

接
で

自
分

の
ア

ピ
ー

ル
で

き
る

点
を

発
見

し
た

 

○
自

分
の

特
徴

を
表

現
し

よ
う

と
す

る
と

控
え

め
に

な
り

が
ち

○
や

り
た

い
こ

と
が

は
っ

き
り

し
て

い
る

○
話

し
な

が
ら

だ
と

過
去

の
振

り
返

り
が

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
る

様
子

○
表

現
が

控
え

め
に

な
り

が
ち

な
の

で
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
表

現
を

心
が

け
て

欲
し

い
○

自
分

の
価

値
観

に
合

っ
た

就
活

を
し

て
欲

し
い

 

第 １ 

○
相

手
に

自
分

の
思

い
を

伝
え

る
難

し
さ

に
気

づ
い

た
点

が
良

か
っ

た
○

プ
ロ

セ
ス

を
組

み
立

て
て

、
自

分
は

こ
う

思
う

と
結

論
を

ま
ず

言
っ

て
み

る
○

次
回

ま
で

に
は

変
わ

っ
て

い
た

い
 

○
書

く
と

わ
か

る
が

、
話

す
と

伝
え

た
い

こ
と

が
伝

わ
り

に
く

い
タ

イ
プ

か
？

ギ
ャ

ッ
プ

を
感

じ
る

○
本

人
も

自
覚

し
て

い
る

様
子

だ
が

、
ど

う
し

て
そ

う
な

る
の

か
を

理
解

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

か
○

自
分

の
経

験
を

ど
こ

ま
で

話
せ

る
の

か
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
さ

せ
た

い
 

第 ２ 

○
同

じ
ポ

イ
ン

ト
を

見
て

も
、

他
者

と
自

分
と

で
は

全
く

見
方

が
違

う
こ

と
が

分
っ

た
○

自
分

が
何

を
伝

え
た

い
か

を
は

っ
き

り
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
っ

た
 

○
「

ブ
ラ

ン
ド

＋
華

や
か

＋
女

性
の

働
き

方
」

が
コ

ン
セ

プ
ト

だ
っ

た
よ

う
だ

が
、

イ
ン

タ
ー

ン
を

通
じ

て
外

見
で

は
な

く
、

内
面

で
も

き
ち

ん
と

考
え

て
い

る
こ

と
を

発
見

し
た

○
考

え
は

し
っ

か
り

し
て

い
る

が
、

表
現

す
る

こ
と

が
不

得
意

な
の

で
、

そ
の

点
を

伝
え

た
い

 

学
生

Ｎ
 

３ 年 ・ 観 光 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
自

分
で

は
わ

か
ら

な
か

っ
た

所
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

た
○

今
、

何
を

や
る

べ
き

か
も

わ
か

っ
た

の
で

活
か

し
た

い
○

自
分

の
中

で
大

切
に

し
た

い
も

の
も

少
し

見
え

た
 

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

参
加

し
た

り
、

内
定

者
懇

談
会

へ
出

席
し

た
り

す
る

中
で

、
混

乱
し

て
き

て
い

る
様

子
が

伺
え

る
○

人
の

話
を

聞
き

す
ぎ

て
し

ま
う

傾
向

が
あ

る
上

、
影

響
を

受
け

易
い

面
も

あ
る

の
で

自
分

の
中

で
「

何
を

や
り

た
い

の
か

」
「

何
が

向
い

て
い

る
の

か
」

「
自

分
の

メ
リ

ッ
ト

は
」

な
ど

が
錯

綜
し

て
き

て
い

る
状

態
○

就
職

が
出

来
な

い
の

で
は

、
ひ

い
て

は
就

職
し

た
方

が
良

い
の

か
と

ま
で

思
う

こ
と

も
あ

る
状

態
は

注
意

が
必

要
○

不
安

を
取

り
除

く
に

は
時

間
的

に
難

し
く

、
ま

ず
自

分
自

身
の

悩
み

・
影

響
を

受
け

た
事

実
、

経
験

か
ら

感
じ

た
こ

と
、

人
と

の
違

い
な

ど
を

話
せ

る
こ

と
で

、
自

ら
の

現
状

理
解

に
努

め
た

○
混

乱
を

整
理

す
る

こ
と

で
「

自
分

は
こ

う
あ

れ
ば

良
い

」
と

い
う

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

に
注

力
し

た
 

第 １ 

○
気

持
ち

（
考

え
・

価
値

・
感

情
・

意
思

）
を

詰
め

込
み

す
ぎ

て
し

ま
っ

た
の

で
、

的
を

絞
る

こ
と

の
大

切
さ

、
難

し
さ

を
痛

感
し

た
○

自
分

の
言

っ
て

い
る

こ
と

全
て

が
相

手
に

伝
わ

っ
て

い
な

い
と

い
う

事
実

を
は

じ
め

て
知

っ
た

 

○
物

事
を

き
ち

ん
と

捉
え

る
タ

イ
プ

○
自

分
の

弱
み

も
わ

か
っ

て
い

る
○

強
味

を
も

う
少

し
意

識
し

て
も

良
い

か
○

自
分

を
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

に
伝

え
る

こ
と

を
意

識
さ

せ
た

い
 

第 ２ 

○
経

験
を

通
し

て
自

分
の

長
所

・
短

所
を

伝
え

る
こ

と
を

し
た

の
で

緊
張

し
た

○
人

に
聞

い
て

も
ら

う
こ

と
が

初
め

て
だ

っ
た

し
、

伝
え

る
の

は
ま

だ
ま

だ
だ

と
感

じ
た

○
伝

え
た

い
こ

と
を

絞
り

切
れ

て
い

な
い

の
で

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
た

い
○

他
の

人
の

話
も

聞
け

て
参

考
に

な
っ

た
 

○
観

察
力

の
あ

る
学

生
○

自
分

の
特

徴
を

理
解

し
て

い
る

が
、

そ
れ

を
ど

う
伝

え
る

か
に

課
題

が
残

る
も

の
の

練
習

次
第

か
○

表
現

方
法

を
身

に
つ

け
さ

せ
た

い
 

学
生

Ｏ
 

３ 年 ・ 経 済 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
自

己
Ｐ

Ｒ
と

志
望

動
機

の
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

も
ら

っ
た

の
が

あ
り

が
た

か
っ

た
○

自
己

Ｐ
Ｒ

を
さ

ら
に

良
く

す
る

た
め

の
ア

ド
バ

イ
ス

も
も

ら
え

た
○

行
動

ば
か

り
お

こ
し

て
い

た
が

、
整

理
す

る
日

も
作

ろ
う

と
思

う
よ

う
に

な
っ

た
 

○
積

極
的

に
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

し
て

い
る

○
そ

こ
で

の
観

察
と

自
ら

の
志

向
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

で
き

て
い

る
○

体
調

の
疲

れ
が

見
え

る
の

で
気

を
つ

け
た

い
○

業
種

の
選

択
肢

は
増

え
て

き
て

い
る

が
「

場
つ

く
り

、
空

間
創

出
」

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

は
変

わ
っ

て
い

な
い

○
表

現
力

へ
の

課
題

は
自

分
で

分
っ

て
い

る
の

で
、

そ
の

点
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

す
る
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ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
自

分
の

中
で

、
で

き
る

こ
と

、
で

き
な

い
こ

と
を

区
別

す
る

の
が

ま
ず

第
一

○
言

わ
な

い
と

伝
わ

ら
な

い
 

○
真

面
目

な
取

り
組

み
姿

勢
が

印
象

的
だ

っ
た

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

け
入

れ
先

で
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

忠
実

に
受

け
止

め
自

分
の

も
の

に
し

よ
う

と
し

て
い

る
と

こ
ろ

に
好

感
が

持
て

る
○

議
論

を
積

み
重

ね
る

う
ち

に
、

自
分

が
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
に

気
づ

き
始

め
た

よ
う

○
自

分
の

足
り

な
い

と
こ

ろ
を

自
覚

し
て

い
る

様
子

○
自

分
の

方
向

性
の

絞
り

込
み

と
同

時
に

、
代

替
案

や
他

の
方

向
な

ど
ゆ

と
り

を
持

っ
て

考
え

て
み

る
こ

と
も

必
要

 

第 ２ 

○
ひ

と
つ

に
絞

る
こ

と
の

難
し

さ
と

必
要

性
を

学
ん

だ
 

○
行

動
的

に
見

え
る

一
方

で
、

客
観

的
に

物
事

を
見

る
目

を
持

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

わ
か

っ
た

○
幅

が
広

い
こ

と
を

ア
ピ

ー
ル

し
た

い
し

、
一

面
だ

け
で

判
断

さ
れ

た
く

な
い

気
持

ち
を

感
じ

た
○

議
論

を
し

て
い

く
う

ち
に

一
度

に
沢

山
の

こ
と

を
伝

え
る

難
し

さ
を

実
感

し
て

く
れ

た
○

自
己

開
示

と
同

時
に

論
理

的
に

組
み

立
て

て
い

く
こ

と
を

確
認

で
き

た
ら

良
い

と
思

う
 

学
生

Ｐ
 

３ 年 ・ 法 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
人

に
話

を
す

る
と

き
の

姿
勢

が
変

わ
っ

た
 

○
色

々
な

ル
ー

ト
を

通
じ

て
、

多
く

の
Ｏ

Ｂ
・

Ｏ
Ｇ

か
ら

情
報

を
直

接
入

手
し

て
い

る
と

こ
ろ

に
驚

か
さ

れ
た

○
積

極
的

、
か

つ
就

活
を

楽
し

ん
で

い
る

姿
勢

は
、

他
の

学
生

の
手

本
に

な
る

○
社

会
の

構
造

や
力

関
係

な
ど

大
ま

か
な

ポ
イ

ン
ト

は
既

に
把

握
し

て
い

る
よ

う
な

の
で

、
希

望
す

る
職

種
に

つ
い

た
場

合
に

も
ギ

ャ
ッ

プ
に

苦
し

む
こ

と
は

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

る
○

あ
ま

り
ハ

イ
テ

ン
シ

ョ
ン

に
な

ら
な

い
よ

う
注

意
す

る
○

冷
静

だ
が

時
に

自
分

に
酔

う
こ

と
も

あ
る

た
め

要
注

意
 

第 １ 

○
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
大

切
さ

を
知

っ
た

○
１

時
限

内
で

変
わ

れ
た

か
は

不
明

だ
が

、
変

わ
ろ

う
と

努
力

し
よ

う
と

思
っ

た
 

○
少

し
自

信
を

失
っ

て
い

る
様

子
○

話
し

方
が

上
手

く
な

い
な

ど
、

自
分

を
過

小
評

価
す

る
傾

向
が

あ
る

の
で

、
冷

静
に

自
己

分
析

を
す

る
必

要
が

あ
る

○
着

眼
点

に
は

良
い

も
の

が
あ

る
○

色
々

な
こ

と
を

一
度

に
頭

の
中

で
処

理
し

よ
う

と
し

、
焦

点
が

定
ま

ら
な

い
傾

向
が

あ
る

こ
と

を
本

人
も

自
覚

し
て

い
る

欠
点

な
の

で
今

後
の

変
化

に
期

待
し

て
い

る
 

第 ２ 

○
就

活
真

っ
最

中
の

こ
の

時
期

に
、

色
々

と
見

失
い

が
ち

な
自

分
に

気
づ

い
た

○
表

現
力

を
つ

け
た

い
 

○
前

回
よ

り
格

段
に

、
自

分
の

言
葉

で
多

く
の

こ
と

を
表

現
し

て
く

れ
た

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
先

で
感

じ
た

「
営

業
の

大
切

さ
」

を
色

々
と

分
析

す
る

う
ち

に
、

新
し

い
気

づ
き

が
沢

山
あ

っ
た

よ
う

だ
○

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

整
理

し
複

合
的

に
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

新
し

い
自

分
の

力
に

な
る

こ
と

を
実

感
し

て
欲

し
い

 

学
生

Ｑ
 

３ 年 ・ 理 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
参

考
に

な
る

話
を

た
く

さ
ん

聞
い

た
の

で
参

加
し

て
良

か
っ

た
○

笑
わ

れ
る

よ
う

な
こ

と
も

真
剣

に
聞

い
て

く
れ

た
の

が
良

か
っ

た
○

後
悔

し
な

い
よ

う
に

し
た

い
 

○
自

分
で

稼
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

で
、

自
由

な
時

間
も

な
い

中
、

疲
れ

が
見

ら
れ

る
の

が
気

が
か

り
○

体
調

に
気

を
つ

け
て

ほ
し

い
○

何
が

で
き

る
か

と
い

う
こ

と
と

、
や

り
た

い
こ

と
、

ど
ち

ら
を

選
択

す
る

か
な

ど
な

か
な

か
焦

点
が

定
ま

ら
な

い
○

ゆ
っ

く
り

時
間

を
か

け
る

必
要

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い
○

生
活

の
サ

イ
ク

ル
改

善
が

今
や

る
第

一
だ

と
考

え
る

 

第 １ 

○
決

め
ら

れ
た

時
間

枠
の

中
で

、
本

当
に

自
分

が
伝

え
た

い
こ

と
を

強
調

で
き

る
訓

練
を

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

感
じ

た
○

他
の

人
の

話
か

ら
、

自
分

も
何

か
を

学
び

と
ろ

う
と

い
う

姿
勢

を
持

て
た

 

○
思

慮
深

く
、

冷
静

な
感

じ
が

し
た

○
他

者
の

話
も

良
く

聞
け

、
要

約
も

適
切

に
行

っ
て

い
た

○
何

故
「

信
用

金
庫

」
を

選
ん

だ
の

か
と

い
う

点
も

き
ち

ん
と

関
連

づ
け

が
で

き
て

お
り

、
プ

レ
ゼ

ン
力

も
前

向
き

に
取

り
組

ん
で

い
る

○
銀

行
と

信
金

を
比

較
し

た
と

き
、

地
味

と
い

う
発

言
が

あ
り

、
大

小
を

比
べ

る
だ

け
で

は
な

い
こ

と
に

つ
い

て
も

考
え

て
み

よ
う

と
投

げ
か

け
た

 

第 ２ 

○
他

の
人

の
良

い
と

こ
ろ

が
と

て
も

参
考

に
な

り
、

そ
の

中
で

自
分

に
足

り
な

い
も

の
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

た
○

自
分

の
知

ら
な

か
っ

た
内

面
を

引
き

出
し

て
も

ら
え

た
 

○
明

る
さ

、
素

直
さ

は
伝

わ
っ

て
く

る
が

、
未

だ
熱

意
や

個
性

の
よ

う
な

も
の

は
伝

わ
っ

て
こ

な
い

○
他

学
生

の
様

子
を

伺
う

の
に

精
一

杯
と

い
う

印
象

を
受

け
る

○
自

己
理

解
も

や
や

消
極

的
だ

っ
た

の
で

、
個

別
面

談
で

も
っ

と
引

き
出

し
た

い
 

学
生

Ｒ
 

３ 年 ・ 社 会 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
頭

の
中

で
バ

ラ
バ

ラ
と

考
え

て
い

た
自

己
分

析
が

少
し

ま
と

ま
っ

て
き

た
よ

う
な

気
が

す
る

○
職

種
で

選
ぶ

の
か

会
社

で
選

ぶ
の

か
を

良
く

考
え

て
柔

軟
に

対
応

し
よ

う
と

思
う

○
日

常
生

活
で

も
た

だ
単

に
生

活
す

る
の

で
は

な
く

、
目

的
意

識
を

持
と

う
と

思
え

た
 

○
他

人
・

周
囲

を
快

適
に

す
る

た
め

に
努

力
を

惜
し

ま
な

い
性

格
○

あ
ま

り
に

他
人

を
優

先
し

す
ぎ

て
、

自
分

で
は

ス
ト

レ
ス

を
溜

め
て

い
る

こ
と

も
あ

る
と

の
こ

と
○

就
活

で
会

社
の

人
材

要
件

に
過

剰
に

反
応

し
て

し
ま

う
こ

と
を

危
惧

し
て

い
た

が
、

自
分

で
わ

か
っ

て
い

る
問

題
で

あ
る

こ
と

と
、

そ
う

思
う

こ
と

自
体

が
人

を
気

に
し

す
ぎ

て
い

る
こ

と
で

も
あ

る
と

伝
え

た
○

す
っ

き
り

方
向

性
が

掴
め

た
と

の
こ

と
だ

っ
た
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ﾀ
ｰ
ﾑ
 
今

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
て

よ
か

っ
た

点
、

自
分

で
変

わ
っ

た
と

思
う

点
が

あ
り

ま
す

か
？

 
ま

た
そ

れ
は

ど
ん

な
点

で
す

か
？

 
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

所
見

 

第 １ 

○
自

分
で

評
価

す
る

自
分

の
印

象
は

頼
り

に
な

ら
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

○
自

分
の

伝
え

た
い

核
を

持
っ

て
い

な
い

と
話

が
ぶ

れ
て

し
ま

う
○

「
話

を
聞

く
」

と
い

う
場

だ
っ

た
の

で
伝

わ
っ

た
も

の
の

、
ノ

ー
ト

と
ペ

ン
が

な
い

状
態

で
ど

れ
だ

け
話

し
に

相
手

を
引

き
込

め
る

か
が

重
要

だ
と

思
っ

た
 

○
就

職
に

つ
い

て
短

・
長

期
二

つ
の

視
点

を
持

っ
て

い
る

○
「

結
婚

退
職

」
「

退
職

後
は

簡
単

な
仕

事
」

な
ど

他
の

学
生

と
違

う
就

職
観

が
あ

る
○

表
面

的
な

こ
と

し
か

見
て

い
な

い
部

分
も

あ
り

、
感

想
も

職
場

の
雰

囲
気

が
中

心
だ

っ
た

○
あ

る
意

味
素

直
で

、
そ

こ
も

長
所

だ
と

思
う

の
で

、
そ

の
純

粋
さ

か
ら

他
の

学
生

が
何

を
感

じ
て

く
れ

る
の

か
楽

し
み

 

第 ２ 

○
自

分
の

経
験

を
話

し
、

質
問

を
受

け
る

こ
と

で
、

面
接

も
き

っ
と

こ
ん

な
感

じ
で

進
む

の
だ

ろ
う

と
思

っ
た

○
い

ろ
い

ろ
と

整
理

し
て

コ
メ

ン
ト

を
ま

と
め

よ
う

と
思

う
 

○
本

学
生

の
自

分
ら

し
さ

＝
何

で
も

吸
収

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
と

こ
ろ

や
、

相
手

と
自

分
を

考
え

て
行

動
で

き
る

と
こ

ろ
○

積
極

的
に

対
人

関
係

を
作

っ
て

い
く

と
い

う
よ

り
、

安
心

・
安

定
し

た
関

係
で

い
た

い
、

穏
や

か
な

係
わ

り
を

求
め

て
い

る
様

子
だ

っ
た

○
人

に
対

す
る

細
や

か
な

目
と

鋭
い

感
覚

を
持

っ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ら

れ
た

○
「

好
ま

し
い

環
境

で
働

き
た

い
自

分
」

を
見

つ
け

た
よ

う
な

の
で

、
理

想
の

環
境

は
何

か
を

深
め

た
い

 

学
生

Ｓ
 

３ 年 ・ 法 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
自

分
の

話
し

方
や

印
象

を
聞

く
こ

と
が

で
き

て
、

す
ご

く
参

考
に

な
っ

た
○

言
い

た
い

こ
と

を
た

く
さ

ん
話

す
機

会
に

も
恵

ま
れ

本
当

に
良

か
っ

た
 

○
未

だ
思

い
や

希
望

を
整

理
し

き
れ

て
い

な
い

状
態

○
精

神
的

に
は

タ
フ

で
あ

る
と

自
認

し
、

目
標

を
持

っ
て

進
む

性
格

で
あ

る
と

い
う

こ
と

、
ど

ん
な

状
況

で
も

諦
め

ず
頑

張
り

き
れ

る
と

い
う

自
負

が
あ

る
○

対
人

関
係

が
重

要
で

f
a
c
e
 t

o
 f

a
c
e
の

職
場

が
絶

対
と

い
う

思
い

が
あ

る
の

で
、

現
段

階
で

は
そ

の
方

向
を

探
っ

て
い

け
れ

ば
良

い
と

思
う

○
Ｐ

Ｒ
時

や
発

言
時

の
ポ

イ
ン

ト
が

わ
か

っ
た

と
安

心
し

た
様

子
 

第 １ 

○
自

分
に

つ
い

て
の

新
た

な
気

づ
き

が
多

く
あ

っ
た

○
自

分
の

話
を

他
者

に
ま

と
め

て
も

ら
う

こ
と

に
よ

り
「

自
分

の
強

調
し

た
か

っ
た

こ
と

は
何

か
」

「
自

分
の

伝
え

た
い

こ
と

が
は

っ
き

り
伝

わ
っ

た
か

」
を

理
解

で
き

た
 

○
自

立
し

た
い

と
い

う
熱

意
が

強
く

、
前

向
き

に
取

り
組

ん
で

い
る

○
志

望
進

路
が

明
確

で
あ

る
が

故
に

、
上

手
く

い
か

な
か

っ
た

時
に

ど
う

考
え

て
い

る
の

か
、

ど
ん

な
行

動
を

取
ろ

う
と

す
る

か
が

知
り

た
い

○
新

し
い

気
づ

き
や

発
見

を
獲

得
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
配

慮
し

た
い

 

第 ２ 

○
自

分
が

今
ま

で
気

づ
い

て
い

な
か

っ
た

点
に

気
づ

い
た

○
経

験
を

洗
い

出
し

、
他

の
人

に
質

問
を

し
て

も
ら

う
中

で
自

分
の

価
値

観
が

見
え

て
き

た
 

○
話

好
き

だ
が

、
本

人
も

認
識

し
て

い
る

よ
う

に
、

論
点

を
押

さ
え

て
構

成
を

考
え

て
表

現
す

る
こ

と
が

苦
手

な
よ

う
で

、
思

い
つ

く
ま

ま
話

し
て

し
ま

う
傾

向
が

あ
る

○
進

路
に

つ
い

て
は

志
望

に
向

か
っ

て
意

欲
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

○
欠

点
は

改
善

さ
れ

つ
つ

あ
る

が
、

一
過

性
に

な
ら

ず
い

つ
で

も
一

定
レ

ベ
ル

を
維

持
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

○
今

後
１

対
１

で
今

ま
で

の
取

り
組

み
を

深
化

さ
せ

る
時

も
、

第
２

タ
ー

ム
ま

で
の

ス
タ

ン
ス

で
進

め
、

全
体

的
な

意
味

づ
け

や
価

値
の

発
掘

に
充

て
た

い
 

学
生

Ｔ
 

３ 年 ・ 経 済 学 部 ・ 女 

第 ３ 

○
今

ま
で

自
己

分
析

を
や

っ
て

み
て

気
づ

い
て

い
な

か
っ

た
部

分
を

指
摘

し
て

も
ら

い
良

か
っ

た
○

就
活

に
つ

い
て

考
え

の
詰

め
が

甘
い

部
分

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
、

意
識

が
変

わ
っ

た
 

○
自

己
の

キ
ャ

リ
ア

ゴ
ー

ル
＝

会
計

士
・

税
理

士
が

明
確

な
一

方
、

そ
こ

に
関

連
す

る
分

野
に

し
か

興
味

を
持

て
な

い
こ

と
に

多
少

の
不

安
を

感
じ

て
い

る
○

自
己

Ｐ
Ｒ

が
上

手
く

で
き

る
か

に
も

心
配

し
て

い
る

○
自

分
や

他
人

の
内

面
で

気
づ

い
て

い
な

い
部

分
や

足
り

な
い

点
を

探
し

出
し

、
そ

こ
を

引
き

出
し

た
り

補
っ

た
り

す
る

こ
と

に
興

味
や

や
り

が
い

を
感

じ
て

い
る

と
気

づ
い

た
様

子
○

自
分

の
強

味
が

確
認

・
整

理
で

き
た

の
で

、
今

ま
で

よ
り

更
に

就
活

が
前

向
き

に
な

れ
そ

う
だ

○
一

人
で

頑
張

っ
て

し
ま

う
タ

イ
プ

な
の

で
、

似
た

志
望

、
あ

る
い

は
異

な
る

志
望

の
友

人
を

た
く

さ
ん

持
っ

て
、

経
験

や
感

情
を

シ
ェ

ア
し

な
が

ら
前

に
進

ん
で

欲
し

い
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あだちヤングジョブセンター 

ＮＰＯ法人夢のデザイン塾 

 

１．事例名 

あだちヤングジョブセンターにおける「若年者のキャリア・カウンセリング」 

 

２．目的 

若年者のフリーターや失業者が増加している背景に、若年者の就業・雇用をめぐる

環境の激変があることは異論がないと思われる。また、若者の職業に就くこと、働くこ

とに対する意識が変わってきており、「自分に合わない仕事ならしたくない」「あまり頑

張って働かずにのんびり暮らしたい」と思っている若者も増えている。このような状況

下では、若者たちが、働くことの意味を十分に考え、職業社会を理解し、長期的な人生

設計のもとで、自らの働き方を選択する力を養うことが重要な社会的課題となっている。 

現在、学校教育の現場で、学生・生徒に対するキャリア教育の必要性・重要性が認

識されるようになってきており、それぞれの取り組みが進められているが、若者に対す

る支援は学校だけでなく、卒業後に職に就かなかったが働きたいと考え始めた者、職に

は就いたがしっくりせずに新たな職を求めている者、自分の生き方に悩んでいる者等が、

いつでも気楽に相談できる地域での相談支援が重要である。 

当事例は、これら自らの生き方、キャリアの問題に悩む若者を広く対象として、地

域において相談支援することを目的としている。 

 

３．対象者・実施場所 

実施場所：東京都足立区の若年者就労支援施設「あだちヤングジョブセンター」 

東京都足立区千住３丁目５９番地 

対 象 者：就職やキャリア形成の問題に悩み、自らの意志であだちヤングジョブセ

ンター（以下「あだちＹＪＣ」と略す）に来所した若年者。 

 

４．実施主体・相談支援体制 

相談業務は、「ＮＰＯ法人夢のデザイン塾」が担当した。 

相談体制は、あだちＹＪＣ開館日である火曜日から土曜日まで毎週５日間、１３時

から１７時（曜日によっては１８時まで）にカウンセラーを１名配置し、希望する若年

者等に対してカウンセリングを行った。また、カウンセラーに対し、必要時に適切な指

導・助言が行えるようにスーパーバイザーを配置した。 

なお、電話によるカウンセリング予約受付ならびに来所者のキャリア・カウンセリ

ングへの誘導は、あだちＹＪＣのスタッフ（ＮＰＯ「育て上げ」ネット、ＮＰＯ青少年

自立援助センター等）に協力をいただいた。 

 

５．相談支援者 

ＮＰＯ法人夢のデザイン塾では、提供するサービスの品質・品性を守るため、「志を
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もった専門家集団」を基本方針とし、一定の条件を満たすカウンセラーを登用している。

当事例に関わるカウンセラーには、若者支援に対する基本的な姿勢・態度として次のこ

とを求めている（カウンセラーとしての要件）。 

 
○ 行動原則：若者が肯定的な自己概念を形成できるように支援する  

(1) カウンセラー自身が、関係する人々との良好な関係を構築すること  
・ 若者とのラポールがとれること 

・ メンバー同士のベクトルを合わせること 

・ 夢のデザイン塾の事務局・スーパーバイザーと意思疎通を図ること 

・ あだちＹＪＣスタッフと信頼関係を構築すること 

・ 委託元である足立区産業経済部との意思疎通を図ること 

・ その他キャリア・コンサルティングに係る専門家との連携を図ること 

(2) 若者一人ひとりの本質的輝きを引き出すために、カウンセラー自身が自

分の本質を自覚し、率直に本質に生きる姿を示すこと 

(3) 若者に質の高いキャリア・カウンセリングサービスを提供するために、

知識・スキルを高めていくこと  
・ キャリア・コンサルティングの体系的学習 

・ 地域における雇用環境、職業能力開発等に関して、積極的に情報を得

て、カウンセラー間で共有する努力を怠らないこと 

 

○ 専門性 

多様な若者のニーズに応えるために、上記の行動原則をふまえた上で、豊

富な職業経験を有し、従来からカウンセリングに関する学習を継続して行う

など自己研鑽に取り組んでいることを登用条件とした。 

具体的には、大手企業の技術者、工場長、自動車販売会社取締役等の経験

者、また現役の大学薬学部教授、職業能力開発機関管理職、企業内キャリア

カウンセラー、エンジニア、労働組合スタッフ、電話相談カウンセラーなど

計１１名を登用した。 

また、スーパーバイザーとしては、豊富な臨床経験をもつ臨床心理士・シ

ニア産業カウンセラー有資格者を配置し、事例検討を行った。 

 
６．実施結果 

実施結果（平成１７年６月～１２月）の概要は、次のとおりである。 

 

（１）来談者数の属性  
来談者を性別で見ると、男性が６９％、女性が３１％で、約７０％が男性である。 

年齢別では１０歳代が３％、２０歳代前半が４０％、２０歳代後半が３８％、３０歳

代前半が１３％、３０歳代後半が４％、その他が２％となっており、２０歳代が約８０％

を占めている。 

また、居住地別に見ると、あだちＹＪＣがある足立区からの来談者が４６％、足立区
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以外の都内からの来談者が２６％、東京都以外からの来談者が２７％となっており、足

立区以外からの来談者数が、足立区内の来談者数を上回っていた。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）来談者の主な相談内容  

 
①属性ごとの相談特徴 

相談内容は、来談者の属性、とりわけ現在の立場によって異なっている。それぞ

れの立場での主な相談傾向については、次のとおりである。 

○ 在学中の者及び新卒者の相談内容としては、「自分に向いている仕事がわから

ない」、「就職を決める時期が迫っているので焦っている、就職が決まらない

かもしれない不安がある」、「進学するか就職するかの選択悩んでいる」、「コ

ミュニケーションのとり方が分からない」、「就職するための面接対策を教え

て欲しい」等、学生から社会人へ移行するに当たっての悩み、初めて経験する

性別の比率 

男性 
69% 

女性 
31% 

年代別割合 

30-34 歳  
13% 

その他  
2% 35-39 歳  

4% 
10 代  
3% 

25-29 歳  
38% 

20-24 歳  
40%

居住地の分布割合 

足立区内 
46% 

不明 
1% 

東京都外 
27% 

都内 
(足立区以外) 

26% 

足立区内 

足立区を除く都内 
(葛飾区･北区･渋谷区･杉並区･ 
 世田谷区･福生市･立川市など) 
都外 
(埼玉県･千葉県･山梨県･茨城県･ 
 福島県･福岡県など） 
不明 

N=208 

N=145 

N=208 
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就職に向けての相談が多い。  
○ 在職者で転職を希望する者については、「自分の好きな仕事に就くにはどうし

たらよいか」、「自分の適性を知りたい」、「職場の人間関係がうまくいかな

い」、「リストラで傷ついている」等、職業を経験したが改めて自分に合った

職業を探したいとの相談、職場内での人間関係を含めた悩みの相談が多い。  
○ 現在アルバイトなど非正社員として働いている者は、「やりたいことがわから

ない」、「正社員になりたい」、「自立したい」、「やる気がでない」、「将

来への不安」等、将来に向けてこのままではいけないといった不安を抱えてい

ることが見て取れる。  
○ 親からの相談としては、「子どもの将来について」、「子どもの現状について」、

「子どもへの対応について」等、子どもの将来に向けての不安や心配の相談と

なっている。  
 

上記からもわかるように、在学中又は新卒者、在職者、フリーター、子どもの悩

みを抱える親など幅広い層からの相談があり、これらの幅広い層の者がいつでも気

楽に相談できるところに、地域におけるキャリア・カウンセリングの意義があると

思われる。 

 

②テーマ別の分類 

さらに、相談内容を、テーマ別に分類してまとめた結果は、下表のとおりである。 

一番多いのは、『就職に向けたアドバイス』が３４％で、履歴書・職務経歴書の作

成のしかたや面接対策など、具体的な就職活動のスキルを身につけたいというニー

ズが高い。 ついで、『自己理解の援助』が２２％を占める。「やりたいことがわか

らない」「自分の長所や強みが浮かばない」等と訴える若者に、職業ハンドブックＯ

ＨＢＹやＶＰＩ等のツールを活用しながら、肯定的な自己概念が形成できるようサ

ポートした。僅差で『職場選択と研究』（２１％）が続く。「自分の興味や適性に合

う仕事はどんなものがあるか」「やりたい仕事に就くにはどうすればいいか」等の相

談に応じた。 

 

相談テーマ （複数回答） 件数 割合 

1：自己理解の援助 92 22% 

2：職場選択と研究 89 21% 

3：就職に向けたアドバイス 144 34% 

4：職業能力向上・資格取得のアドバイス 17 4% 

5：心身の問題 17 4% 

6：人間関係の問題（職場・友人等・家族） 24 6% 

7：生き方の問題 23 5% 

8：その他 15 4% 

合計 N=421 100% 
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（３）来談者へのアンケート結果  
カウンセリング終了後、了解を得られた来談者にアンケートへの記入を依頼した。

アンケートはＱ１～Ｑ５の５つの質問で構成し、その結果の概要は次のとおりであ

る。 

 

Ｑ１：カウンセリングを受けて新たな気づきが得られたか。 

 

 
 
「気づきがあった」が８４％、

「どちらともいえない」が１３％、

「ない」が３％であり、キャリ

ア・カウンセリング後に８０％を

超える者から新たな気づきがあ

ったとの回答を得た。  
 
 
 

具体的にどのような気づきが得られたのか、主なものを列記する。  
 
①自己評価が否定的だったことに気がついた  

・ 前の職場にもキャリアがあった  
・ 自分自身のイメージと他者からのイメージが違うことに気づいた  
・ ネガティブなイメージにとらわれていた  
・ 自分を客観的に見れるようになった  
・ 今の自分を深く理解することができた  
・ やりたいこと、やりたくないことを整理し、やりたくないことの見方を変

えてみることが大切だとわかった。  
・ 自分を知る方法がわかった  
・ 自分の温かみは自分の宝だ  
・ 自分のことを褒めていいのだということがわかった  
・ 職業選択では人と比べるのではなく、自分の内面を大切にすること  
・ 自分の心の感じ方に癖があり、それが感じ方に影響している  
・ 自分を責めすぎていた  
・ 自信がもてなかったが、今のままでよい部分と変えた方がよい部分が明確

になった  
・ 自分らしく生きること  

 
②自分に不足していることに気がついた  

・ 自分の弱さ、甘さがわかった  

あった

84%

どちらとも
いえない

13%

ない
3%

N=176 
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・ 今まで自分の都合のいいように考えていた  
・ 決断力が低かったことがわかった  
・ 自分の足りないことがわかった  
・ 思い切って挑戦していくこと  
・ 自発的に行動することが大事  
・ 現状のままでは何も変わらない  
・ とにかく動いてみるしかない  

 
③働くこと・就職活動への不安が軽くなった  

・ 仕事に対して明るく考えられるようになった  
・ 自分の働き方が見直せた  
・ 自分の仕事だけが厳しいわけではない  
・ 仕事を探すには自分の価値観を大切にする  
・ わからないことはやってみないとわからない  
・ 自分に余裕を残すこと  
・ 今、自分にできる範囲のことを頑張ること  
・ 面接を受ける人の心境はみな同じなんだ。自分だけ不安なのではない。  
・ 面接の失敗理由がわかった気がする  
・ 面接の具体的なイメージ・ポイントが掴めた  

 
④やりたいことが見えてきた  

・ 選択の幅が広がった  
・ 好きな仕事で能力を向上させることで可能性が広がりそうな気がしてき

た  
・ これからのことがみつかった  
・ やれる仕事が絞れてきた  
・ やってみたいことが具体的になった  
・ 自分のしたいことに優先順位がつけられた  

 
⑤人に話すことの効果を実感した  

・ 自分の葛藤が消えてきた  
・ 自分のしたいことがみえてきて、やる気が出て楽しい気分になった  
・ ずっと思っていたことを聴いてもらえた  
・ 今後の方向がなんとなくみえてきた  
・ 自分の中のモヤモヤが晴れた  
・ 家族のことばかり話してしまった  
・ 夢中でお話させていただいてしまいました  
・ プロのカウンセラーはすごい！  
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Ｑ２：これから先のイメージについて得ることがあったか  
 

これから先のイメージについて「得

ることがあった」が７３％、「どちらと

もいえない」が２６％、「ない」が１％

という回答だった。Ｑ１では、８４％

の者が「キャリア・カウンセリングに

よって新たな気づきがあった」として

いるが、皆がすぐに具体的な目標や行

動イメージが描けるわけではない。継

続したサポートが必要であろう。  
 
 

Ｑ３：これからに向けて意欲がわいてきたか  
 
 
 
「意欲がわいてきた」が８１％、

「どちらともいえない」が１９％、「わ

かない」が０％であり、８割を超える

者が意欲がわいてきたとしている。  
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ４：機会があったら、またキャリア・カウンセリングを受けたいと思うか  
 

 
 
「また受けたい」が９３％、「どち

らともいえない」が６％、「その他」が

１％であり、９割を超える者が継続し

た相談を希望している。  
 
 
 
 

また受けた
い

93%

どちらとも
いえない

6%

その他
1%

あった
73%

ない

1%
どちらとも
いえない

26%

N=176 

わいてきた 
81% 

わかない 

0% 
どちらとも 
いえない 

19% 

N=176 

N=176 
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Ｑ５：今日からできそうなこと、やろうと思っていることは何か  
 

カウンセリングでの気づきを行動にむすびつけるねらいとして、「今日からで

きそうなこと、やろうと思っていることは何か」という記述式の設問を設定した。  
以下は、主な回答を、内容別にまとめた結果である。  

 
①自己理解を深める  

・ 自分のことをもっと考えてみたい  
・ 他者に自分のことを聞いてみたい  
・ 自分の興味分野を調べてみる  
・ もう一度自分をいろいろな角度から見直す  
・ 自分のできたことを素直に認める  
・ まずは現状を受け入れてみる  
・ 自分の長所をみつけて伸ばしたい  
・ 自分が何が出来、何が武器になるか改めて考えてみる  
・ その日に出来たこと、良かったことをメモする  
・ 自分の癖を知って、それをうまく生かす方法をみつける。  

 
②職業に就くための資格・能力を高める  

・ 資格取得に向けての勉強  
・ パソコンスキルを修得する  
・ 興味ある職業について調べる  
・ 資格職業について調べる  

 
③具体的に求職活動を行う  

・ ６ヶ月後の就職に向けてのプランづくり  
・ 積極的に求人探しをする  
・ 具体的に仕事探しに動いてみる  
・ 会社訪問やセミナーに積極的に出てみたい  
・ ハローワークで仕事を探す  
・ パソコンを使って職業を検索する  
・ 会社とコンタクトをとってみる  
・ 人材派遣会社を利用してみる  
・ 応募書類の書き直し  

 
④その他  

・ 心の余裕をもてるアルバイトを探す  
・ ボランティアなどに参加する  
・ とりあえず一歩前に！  
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７ 実施結果に対する事例執筆者の意見 

 
（１）地域におけるキャリア形成支援の意義  

あだちＹＪＣに来談した若者たちは、前項６実施結果で記述したように、様々な状

況にあり、相談ニーズも多様であるが、そのほとんどが安定して働きたいという意欲

を持っている。  
こうした若者は大きく分けて、次のふたつに大別されるようである。  

①【なんらかの組織に所属しているが、組織に頼れない若者】  
②【組織から離れた若者】  
 
①では、「派遣社員として働いているが、この先を考えると不安で、正社員への転職

を望んでいる」というのが代表的ケースである。正社員として就職できる能力・意欲

をもった層が、企業の雇用調整等のため、心ならずも派遣社員や契約社員という不安

定な雇用形態で働いている場合がある。  
また、「やりたいことがわからない」「やりたい仕事があるがどうやったら就けるの

かわからない」「就職活動に出遅れた。このまま就職できなかったらどうしよう」と、

ひとり悩む大学生・専門学校生・高校生などもここに含まれる。在籍する学校によっ

てキャリア形成に係る支援レベルに、まだまだかなりの格差があるように思われる。 
②には、卒業後、正社員として就職したが、「人員削減で仕事量が厖大になり、体を

こわした」「リストラにあった」などの事情で離職、その後アルバイトなどをしながら

正社員としての再就職を探しているが、なかなか決まらないといったケースがある。 
このように、私どもカウンセラーは、若者からの相談を通して、若者を取り巻く就

業環境の厳しさや、いちど正規雇用のルートからはずれると復活がむずかしい現実を

まのあたりにしてきた。  
昨今、いわゆるニート・ひきこもりの問題が注目され、行政施策が講じられてきて

いる。こうした課題を抱える子や親への社会的支援は今後も必要であろう。また、ニ

ート・ひきこもりであるなしにかかわらず、①②のように、親や友人にも相談できず

に、一人で悩みを抱えているケースも少なくないと思われる。  
こうした若者たちの多くは、「安定して働きたい」「一日も早く親を安心させたい」

「仕事を通じて能力を高めたい」と望みながら、必死にその方法を模索しているので

はないだろうか。彼らが、職業社会に居場所をみつけ、安心して働いていけることこ

そ、社会全体の活力と安定につながるものと思う。  
 
地域におけるキャリア形成支援の意義は、組織に頼れない人、組織を離れた人たち

が、いつでも気楽に相談できることにある。当事例において、たまたま「あだちＹＪ

Ｃ」の存在を知り、勇気を振り絞って来所した若者には、キャリア・カウンセリング

を受け、「新たな気づきがあった」「自分に自信が持てるようになってきた」「一人で悩

んでいたがカウンセリングに来てよかった」「またカウンセリングを受けたい」とアン

ケートに答える者が多くいた。このような地域における相談支援の地道な取組みによ

って、若者を孤立させない努力が重要であり、行政や関係機関、地域の学校や企業等
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とも連携をとりながら、多くの地域で展開されることが望ましいと考える。  
 
一方、地域における取組みの困難さも感じている。あだちＹＪＣに来所し自信を得

た若者が、その後も引き続き自分を見失わずに職業人生を歩んでいるかどうか、必要

な情報を入手し職業選択や人生設計を行っているかどうかについては、今のところ関

与できていない。  
企業内や学校内であればフォローが比較的容易であろうが、地域では主に、自らの

意志で来所した者に対し、支援がなされることが多いと思われる。新たな悩みを抱え

た場合には、いつでも再来所できるよう、カウンセリングの過程で促すことや、電話

やメールの利用なども含めたフォローアップのしくみを検討することが必要かと思わ

れる。  
 

（２）地域におけるキャリア形成支援の課題  
地域でのキャリア・カウンセリング活動を実施してきた経験から、今後、各地域に

展開にしていく上での留意点・課題と思われることを以下にまとめる。  
 
① 相談支援者の資質とスーパーバイザーの存在 

当ＮＰＯでは、提供するサービスの品質・品性を重要視し、カウンセラーには上

記５に示した姿勢・態度を求めた。また、カウンセラーに対し、必要時に適切な指

導・助言が受けられるようにスーパーバイザーを配置した。このカウンセラーの質

をいかに確保するか、スーパーバイザーを適切に配置できるかが地域展開の一つの

ポイントになると思われる。特に、若者に対するカウンセリングでは、若者の特徴

を理解できること、若者の気持ちを受容できること、上からの目線でなく若者の目

線での支援ができること等の姿勢・態度が大前提として求められる。また、若者の

相談にあっては、メンタルヘルスの課題を抱える者も少なくなく、その見立てや適

切な対応ができることが必要となる。きちんとしたサービスが提供できるカウンセ

ラーを確保するとともに、メンタルヘルスの課題にも対応できるスーパーバイザー

を確保したチーム構成が重要と思われる。  
 

 
② 支援施設の周知広報と地域内の学校、企業等との連携  

あだちＹＪＣでは、足立区を中心に専門を異にする２つのＮＰＯが相互協力のも

とに支援を行った。区の協力のもとに広報が行われ、また、あだちＹＪＣのスタッ

フの努力によって若者が来所しやすい雰囲気づくりに努めたため、徐々に来所する

若者等が多くなった。しかしながら、相談等を受けたくても、その存在を知らない

若者等もまだ多くいると思われる。  
地域における支援の展開では、いかに多くの地域住民に施設の存在を知ってもら

うかが一つの課題であろう。学校に在学中の若者で学校に相談できる体制がない場

合や、学校関係者には相談したくないが地域での相談なら受けてみたいと思ってい

る若者もいると考えられる。また、学校のみならず、企業に在籍している者にあっ
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ても同様のケースが考えられる。今後の地域展開に当たっては、一般住民に対する

周知広報とともに、地域内の学校や企業等に対しても支援施設や支援内容の理解を

得て、学校に在学する学生・生徒や企業に在籍する従業員等に広報することも必要

と考える。地域・企業・学校がそれぞれ連携した展開によって、地域における支援

の意義が一層高まるのではないだろうか。  
また、あだちＹＪＣの例では、足立区以外の区や都外からの来所者もいた。これ

らの相談者は、なるべく自宅から離れた地域での相談を望んでいたり、または自宅

がある地域に相談支援施設がないために足立区に来所した等の理由が考えられるが、

いずれの場合であっても、より多くの地域で支援が行われることが求められると思

う。  
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